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序

飯山市教育委員会

教育長 岩 崎 彌

上野遺跡は飯山盆地 のほぼ中央にあ り、悠々 と流れる

千 曲川沿 いの丘陵に所在 しています。昭和63年 お よび平

成元年、国道117号 線小沼 ・湯滝バ イパスの敷設に とも

ない上野遺跡最初 の発掘調査が実施 されました。 この調

査 において中世の館跡や 旧石器か ら平安時代 の集落跡が

確認 され、飯 山市 において も最大規模 を誇 る遺跡である

と判明 しました。

平成4年 、この上野遺跡内においてバ イパ スに取 り付

ける市道 を敷設す ることにな り、あらためてこの地区の

発掘調査 を実施す ることとな りました。調査 においては、

飯 山北高等学校教諭の高橋桂先生に調査団長 を委嘱 し、

小林 ・常盤井 ・田村各調査貝並びに地元の作業員 の方々

のご協力 をいただいて実施す ることができま した。 ここ

にその発掘調査の詳細 な記録 を集録 し、後世に記録保存

することができましたこ とに対 しあらためて感謝 申し上

げます。

この報告書が地域 の歴史 を解明す る上で貴重 な資料 と

なる とともに、埋蔵文化財保護 に対す る理解がいっそ うヒ

深 まることを念願 し、序 といた します。

平 成6年1月



例 言

1本 書は、長野県飯 山市大字常盤3179番 地 ほか(字 外和柳 ・北原 ・林 下)に 所在す る上野遺跡の 緊急発

掘調査報告書 である。

2.今 回検 出 された遺 跡は、旧石器 ・縄文 ・弥生 ・平安 の各時代で あるが、中心 は平安 時代 の集落趾 で あ

る。

3.調 査は戸狩工業用 団地 の取付道路市道7-334号 線工事 、お よびその取 り付けに伴 う国道117号 線バ イ

パ ス拡幅工事 に伴 う発掘調査 で、飯 山市教育 委員会 が平成4年6月11日 か ら10月2日 まで実施 した。

4.上 野遺跡は過 去に3回 の調査報告が なされてい る(飯 山市教育委員会 『小沼湯滝バ イパス関係遺跡発

掘調査報告』11989・ 同II1990・ 同 『古代の うえの』1991)の で本報告 は上野遺跡IVと して報告 す る。

5.発 掘調査 は以下に掲げ る組織で実施 した。

教育委員会

教育委 員長 福 沢 裕 文(平 成5年10月11日 退任)

滝 沢 藤三 郎(平 成5年10月12日:就 任)

教 育 長 岩qrv.7彌

教 育 次 長 月 岡 久 幸

調 査 団

団 長

担 当

調 査 主 任

調 査 貝

高 橋 桂(市 文化財保護審議会長 飯山北高教諭)

望 月 静 雄(市 教育委員会社会教育係)

常盤井 智 行

小林 新治 田村 況城 桃井伊都子

作業参加者(順 不同)

小出 まさ子 ・小出弘子(上 野)梨 元智年 ・鈴木操(大 倉崎)大 森信衛 ・竹 内大五郎 ・北條 辰男 ・小

林経雄 ・樋 山巌 ・石沢悦次 ・上 原みつ枝(戸 狩)樋 口栄(温 井)吉 越信一郎 ・吉越 まさの(大 塚)

山崎満枝(大 深)・ 鷲野吉太郎(関 沢)出 沢利雄(柏 尾)石 田人士(今 井)宮 沢豊(南 町)市 村

ますみ ・達家わか の ・村松修司(奈 良沢)清 水 国治(中 条)土 屋久栄(伍 位野)中 村登代子(曙 町)

木村忠夫(西 山)大 平理恵(大 学生)村 松博 ・鈴木聖久 ・富岡徹(専 門学校生)桃 井 絵美 ・w嵜

真 由美 ・田島祐子 ・小林千 恵 ・江 口千香子 ・樋 口多美 ・富 岡豊彦(高 校生)

整理参加者

小林みさを(柏 尾)小 川ちか子(大 深)

事 務 局

今清水豊治(市 教委社会教育係長)樋 山二二子

6.本 書 の編集は常 盤井 が主体 とな り、望 月が補作 し、高橋が統括 した。文責 は 目次に記 した。

7.本 書 で使用 した方位 は真北であ り、地 区割 りは国土座標第8系 に準 じている。



8.本 書 に掲載 した土器 ・陶器 は原則 として%の 縮尺 である。 スク リー ン トー ンは、弥生土器は赤彩 を表

わ し、平安時代の土器 は黒色処理お よび灰粕施粕部分 を表 わす。 また断面の黒塗 りは須恵器 を、断面ア

ミ目は灰粕陶器 を示す。

9.発 掘調査か ら報告 書作 成に至 るまで、下記の諸 氏 ・諸機関か らご指 導 ・ご協 力を賜 った。記 して感謝

申 し上 げる(敬 称略、順不同)。

小池幸夫 ・春 日雅博(県 文化課)中 島庄一(中 野 市 教 委)小 出大映(長 徳寺住職)大 木幸

治(平 用水)小 林佑 幸 鈴 木元義 中原英吉 中原道雄 常盤公民館(鈴 木 昭悟館長)上 野区(小

出保夫区長)・

10.発 掘調 査の出土 品は市埋蔵文化財 センター で保管 している。
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第1章 調 査 経 過

1調 査に至る経過

平成3年12月 、飯 山市(商 工観光課担 当)よ り教育長 あてに、平成4年 度 に計画 した戸狩工業用団地 の

取付道路工事 に ともな う埋蔵文化財調査 の依頼があ った。飯 山市教育委員会 では、昭和63年 か ら始 まった

国道117号 線バ イパス工事 に伴 う調 査に よって、上野 ・大倉崎 丘陵 の全体 に遺跡が存在す るこ とが確認 さ

れてお り、加 えてバイパ ス開通 に ともない飯 山市戸狩地区に接 続す る取付道路が計画 されるこ とも承知 し

ていた。 したが って、遺跡 内 を通過す ることはやむ を得ない事 としていたが、な るべ く遺跡 内の通過面積

を最小限にす るよ う要望 していた。道路は既存 の市道 をほぼ通 り、全長350m、 幅員10mで 計画 され るこ と

になった。担当課 の商工観光課 との協議の中で、発掘調査は対象面積4,000m2の うち2,000m2を 調査対象

とした。道路部分 は約200mで 、そのほか取付に伴 うバ イパ スの拡幅部分 と遺跡北側 の確認が必要 な地区

が含 まれ るこ とになった。

以下 に事務経過 を綴 る。

平成4年3月21日 飯 山市長名で埋蔵文化財発掘の通知が提 出され る。

4月27日 県教育委員会 よ り飯 山市長 あて 、 『周知 の埋蔵文化財 包蔵地におけ る土木工事等 に

ついて』 の通知が あ り、事前 に市教育委員会 によ り発掘調査 を実施す るとの内容 であ

った。

5月10日

6月11日

10月2日

10月6日

市教育委員会より文化庁長官あて埋蔵文化財発掘通知 を提出する。

発掘調査開始。

発掘調査終了。

飯山警察署へ埋蔵文化財の拾得についての届け書提出。

県教育長あて発掘調査終了届を提出。

2調 査経過

A発 掘調査

今 回の発掘調査対象地は117号 線バ イパス拡 幅部 分 と取 り付 け 道路部分で、バ イパス拡幅部分 を初めに

行 い、続 いて取 り付 け道路部分 の発掘 を行 った。発掘は平成4年6月11日 か ら同年10月2日 まで約4か 月

間行 つたが 、バ イパス部分 と取 り付 け道路部分 の発掘の間が約2週 間 あいた。

発掘面積 は道路拡幅部分が約506m・ 、取 り付 け道路部分が約3000mZ,取 り付け道路 の北端部分が約 ・200

m2で ある。

取 り付 け道路部分の北端部は これ まで上野B遺 跡 と呼 んでいた所 だが、今 回上 野遺跡 に含めた・

今回検 出された主な遺構 ・遺物 は以下の とお りであ る。

旧石器時代

縄文 時代

弥 生時代

平安 時代

石器群5か 所 礫群3か 所

お とし穴18基 早 ・前 ・中 ・後 ・晩期 の各土器少量ずつ

中期竪穴住居趾1棟 同掘立柱建物趾1棟 中 ・後期土器 ・石 器

竪穴住居=吐19棟 掘立柱建物趾2棟 土絋墓1基 木棺墓1基 土器 ・陶器 ・鉄 製品 ・

石 製丸靹 ・鍛冶関係 品 他

一1一



整理作業は市埋蔵文化財 センター(旧 第三 中学校寄宿舎)で 行 った。遺物 の接合 ・復元等は10月 よ り行

ったが、遺物 の洗浄 、ネー ミン グは発掘 と併行 して行 った。

なお全体 図の作成 は小林 が、各遺構図は常 盤井 が主 として あた り、遺物の接合 ・復元、写真 撮影は主 と

して田村が担当 し、遺物 の実測 ・トレースは桃井 が主 として行 ってい る。旧石器 は望 月が担当 した。

B調 査 日誌抄

平成4(1992)年

5月16日 仕)～6月10日 ㈹ 現地協議 、作業貝 の募集 、コンテナハ ウス設置 、重機に よる表土 は ぎ(福 沢

建設)、 基準杭 打 ち(写 真測図研 究所)、 ベル コン用配電(高 沢 ラジオ店)、 器材の搬 入な どの調査準備 。

6月11日 ㈲ 調査 開始 式 バ イパス拡 張部 を南か らジ ョレンがけ精査 開始 、重機に よる表土 は ぎ続行。

6月12日 ㈹ ジ ョレ ンがけ精査続行 、15・16区 で平安 時代 の土器 出土 し始め る。重機表土 は ぎ完 了。

6月15日(月)～19日(.,拡 幅部南半の精査 、SK24分 割掘 り下 げ、遺物 出土状態の写真撮影 を続行。18区

で竪穴住居趾(H13住)検 出、調査地西外へ延 びているので地 主の許可 をえて トレンチを西 に拡張す る。

16日 地元 向け発掘 だよ り 「かわ ら版上野」 を発行 、上野区 ・小学校等 関係機関へ配布。

6月22日(月)～27日 仕)拡 幅部北部24区(II区)の ジ ヨレンがけに入る。H13号 住居趾掘 り下 げ、石組み

のカマ ド検 出、平板測 量。お とし穴SK25掘 り下 げ縄文土器出土、遺構全体図 を40分 の1平 板 図で作成。

1-11区 でH14号 住居趾検 出。27日 常盤小6年 生遺跡見学(宮 沢先生 引率)。

6月29日(月)H14号 住居趾完掘。数か所 で地 山を掘 り下げ旧石器 の確認 を行 う。平板測量、道具 のかた

ずけ を行 いバイパス拡 幅部分 の調査 を終了。商工観光課 と取 り付 け道路部分の調査 日程について打合せ 。

7月8日 以 降にな るとの こと。

7月7日 ㈹ 上 野区役 員 と市道の掘削 と排土 の処理について現地協議 、上野地 区北の穴へ排 土する こと

とするが それについては市 、平用水組合 、福沢建設の三 者で事 前協議 をもつ こととす る。

7月9日 休)排 土処理 につ いて三者現地協議。発掘排土 を埋め る前に赤土で底 をならす こと等 を打 ち合

わす。

7月13日(月)取 り付 け道路部分樹木伐採 開始。

7月15日 ㈹ 樹木伐採 と併行 して重機 による表土は ぎ開始。

7月16日 ㈲ 取 り付 け道路部分発掘開始。南か らジョレンがけ を始め る。

7月16日 休)～18日 仕)表 土 は ぎ続行 、ジ ョレンがけ続行。縄文晩期 土器 ・弥生土器 ・平安時代の土・器続

々 と出土。H13号 住居趾 カマ ド10分 の1実 測 図作成。17日 戸狩小歴史 クラブ16名 発掘体験学習(岩 上先生

引率)。

7月20日(月)～24日 ㈹20日 表土は ぎ終 了。III区(28区)ジ ョレンがけ精査。H15・16号 住居趾検 出、掘

り下 げ。お とし穴SK27～29検 出、掘 り下 げ。24日 戸狩小歴史 クラブ発掘見学(岩 上先生引率)。

7月27日(月)～31日 ㈹IV区(23区)ジ ョレンがけ精査 に入 る。27日 基準杭 打 ち(写 真測図)、2&区 全景

写真撮影 、平板 測量。H17号 住居趾検 出。

8月3日(月)～7日(,,W区 ジ ョレンが け続行。黒色土が厚 く数 回に分 けて行 う。H17号 住居趾掘 り下 げ

続行 、カマ ド内で土器 多量 に出土。

8月8日(土)調 査続行。午後常盤公民館 と共催 で現地見学会 を開催。途 中夕立が あったが決行 。約40名 ,

参加 、高橋団長 の説 明、遺跡の見学 を行 う。

8月10日(月)～11日 ㈹III区 全景写真撮影。IV区 ジ ョレンがけ続行。P・Q-6区 の遺物集 中地点 は竪穴

住居吐の可能性 が出る。H13・15・16号 住居趾 カマ ド石組み と り上 げ。III区O・P-19区 で礫群 を検出。
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11日 夕方現地 コンテナハ ウスで上野 区役 貝 ・調査団で中間反省会。

8月12日 困 ～16日(日)盆 休 み

8月17日(月)～21日 ㈹IV区 ジ ョレンが け続行。H17号 住居量 カマ ド実測 、遺:物と り一Lげ、H18号 住居量

検 出。III区完掘状 態平板測量。

8月24日(月)～28日 ㈹IV区 ジ ョレンがけ続行。Hl8号 住居士⊥ヒ掘 り下 げ。H19・20・21号 住居」止掘 り下 げ

開始。1>'区南1～4区 完掘状態平板測量。28日 上野集落北端 の一ヒ野B遺 跡(8区)重 機に よる表土は ぎ(大

島重機)。

8月31日(月)・9月2日 伽)B遺 跡 ジ ョレンがけ精査 、遺構掘 り下げ'、写真撮影 、平板測量 を行 い3日

で調査終了。低地 に もかか わらず平安時 代 の住居趾2棟 を検 出。

9月3日 休)・4日(.,IV区 ジ ョレンが け続行。H19・20号 住居塩 掘 り下げ続行。H21号 住居垢 カマ ド実

測。

9月7日(月)～11日(金)IV区 ジ ョレンがけ続行。H19・20号 住居杜完掘 、写真撮影。木棺墓SK32掘 り下

げ、灰粕椀1個 出土。お とし穴SK33掘 り下げ。10日 午後台風17号 の雨 で作業中止。5～7区 平板測量。

11日 「か わ ら版上野」No.ll配 布。

9月14日(月)～18日(;,IV区 ジ ョレンがけ続行 。大型竪穴住居H22号 住居杜検出、掘 り下げ。Hl9・20・

21号 住居趾平板測量。22号 住居祉西 でH23号 住居趾検 出掘 り下げ。18日 ベル コン4台 返却。

9月18日 ㈹ 常盤公民館 と共催 で午後2時 よ り現地見学会開催 。体験学習 を目的にH21号 住居趾 を復元

し住居趾 カマ ドで トン汁 を煮 る。遺跡見学お よび高橋 団長の説明。約120名 参加・

9月21日(月)～25日 ㈲H22・23号 住居力L掘り下げ。住居雄 内 ピッ トより完形土器出土。IV区 ジ ョレンが

け。平板測量。IV区15区 以北V区 にか けて重機に よる表土は ぎ(21・22日)。22日 市議会文教委員視察。常

盤小5年 生見学(松 木先生 引率)。V区 ジ ョレンがけ。お とし穴 、竪穴住居堀Y9号 ・H24～28号 住居玩 検

出、掘 り下げ。IV区P-15、P-16礫 群検 出、掘 り下げ、実測。

9月28日(月)～10月2日 働V区 遺構掘 り下 げ、実測。IV区 実測、V区 で も3か 所の旧石器石器群検 出。

土拡墓SK49検 出掘 り下げ。国土座標 に よる基準杭 を来年度調査地へ もってゆ く。2日Q-9旧 石器群 の

写真撮影 、実測 、 とり上 げ を終 え、器材の撤収 を行 い現地作業 を終 了。地元上野区 と調査 団で終 了式 を上

野公民館 で行 う。 「かわ ら版上野」No.12発行。,

遺跡見学会用復元住居の前で
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第2章 遺跡の位置と環境

1地 理的環境

うえ の いいやま ときわ そとわやなぎ

上野遺跡は、長野県飯山市大字常盤字外和柳ほかに所在する(図1)。
いいやま

甲信国境に源 を発する千曲川が信濃に残す最:後の平が飯山盆地である。飯山盆地を過 ぎると千曲川は、
いちかわ つ なん

信越国境の峡谷(通 称市川谷)を 下刻曲流しつつ新潟県津南町に至 り、ここで信濃川とその名 を改め、い

わゆる津南段丘群 を形成 してやがて 日本海に注 ぐ。
くろいわ

飯 山盆地は南北に16km、 東西6kmの 紡錘形 を呈 し、盆地底の標 高は300～320mを 計 る。西縁 は、黒岩 山
なべ くら せき だ

(938.6m)、 鍋 倉 山(1288.6m)等 比 較 的低 い関 田 山地 に よって 画 され て い る。こ こは 越後 へ 通 ず る い くつ
け なし み くに

かの峠道が、ブナ ・雑 木林 の中に存在 している。一・方東縁は、毛無山(1640.98m)等 三 国山脈 の支脈 によ

って、また断層構 造線の横 走によって急峻 な山地 で画 されてい る。平地 は、盆:地のほぼ中央 を流れる千 曲
と がり ながみね

川に よって東西に二分 され る。西側 は、飯 山市街地 よ り戸狩地区に至 る長 さ7kmに 及ぶ長峰 丘陵 を介在 さ
と ざま

せて、西側 に外様平、東側 に常盤平が広が り、当地方最大の穀倉地帯 となっている。東側 は、その南半 に

かつての千 曲川氾濫原であ る木 島の平が広が るが、千 曲川が東縁に近接す るに したがって段 丘 ・丘陵 など

の微 高地 が開折谷 を隔てて連続的に連 なるとい う地貌 を呈 して いる。 この遺跡の所在す る上野 丘陵は、常

盤平の東端 に位置 し南北に約0.8km、 東西0.3kmの 細長 い残丘状 となっている。西の常 盤平へ はなだ らか に

傾斜 し、東側 は千 曲川の攻撃斜 面で断崖 となっている。
うえ の

上野遺跡は、大倉崎遺跡の北側 に位置 し、丘陵全体が遺跡 と考 えられる。丘陵西側 の傾斜地 に上野 区の

集落が点在 し、東側頂部一帯は雑木林が繁茂 し、樹高30mも あろうか と思 われ るナ ラの大木が林立 し、古

くか ら上 野の森 として親 しまれ、緑豊かな 中に位置 している。

また、平坦地 には見 られ ない と思われるブナの大樹が見 られ る とともに、山ゆ り ・リン ドウ も植生 し、

所々 に湧水 もあって人々の生活に潤 いを与 えてい る丘陵であ り、なお、山菜 もとれ る丘陵 で もある。

しか しなが ら、昨年 国道117号 線バ イパスの開通 と本年 の工場団地の取付道路で緑 と遺跡が半減 した と

ころで もある。誠に残念 と言 うほかはな く、今 後 に於 て景 観保 持 に併 せ 、森 と遺跡の保全 とその利活用

が望 まれ る。

また、この森の北端 にあった大倉崎館跡 を南北に分 断 して架け られた常盤大橋の西岸直下で 、現在護岸

工事が行 なわれている所が 、千曲川通船時代の上 野船着場 である。大倉崎館跡 も上野 区側の橋のたもとで、

日毎 にふ える車の ドライバーに、分 断 され た形でその姿 を見せて いる。

2歴 史的環境

遺跡 の所在す る上 野地 区周辺には、 多くの遺跡が存在 している。分布 につ いては、必ず し も明確に把握

してい るわけではないが、以下明 らかな部分について時代別 に述べ てい くこ とにする。(図2)

(1)'旧 石器時代

この地域 は、飯 山地方で旧石器の遺跡が濃密に分布す るこ とが認め られているところである。発掘調査
たいしばやし せきざわ

が なされた遺跡は、太子林(15)、 関沢(14)が ある。
ひやけ

また、昭和63年 調査の 日焼(18)で は当該期の良好な石器群が検 出されている。 これ らの遺跡は石器出土
せ づき

が認め られている大倉崎(6)、 瀬附(7)の 両遺跡 を含め千 曲川河岸の段丘上に立地 してお り、千曲川 との
はさ ながみね おおつか お さき

密接な関係 を想像 す るに難 くない。なお、常盤平 を狭んで西の長峰丘陵上 の大塚(31)、 尾崎(38)で もこの
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図1上 野 遺 跡 の 位 置
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時代 の石器、刃器が認め られてい る。

(2)縄 文時代
こ ざ わら

飯 山地方で最 も古い遺跡は、北竜湖遺跡 で草創期 ・早期に位 置づ け られ る。 このほか小佐原遺跡(草 創

期)等 が あ る。

前期の遺跡では、多量の遺物 が出土 して いる大倉崎(6)遺 跡 をは じめ、少量の遺物が認め られ ている北
みやなか おかみね

竜湖 、瀬 附(7)、 宮 中(11)、 太 子 林(15)、 岡 峰(24)遺 跡 が あ る。
うえ はら

中期の遺跡には、上 ノ原遺跡(22)か 挙げ られ る。調査 は行 われて いないが、舌状台地の縁辺か らは蓮華

文 ・格子文 を特徴 とす る北 陸系 の土器片が 多量に採集 されて いる。 このほか宮中では古 くか ら土器 片が採

集 され、 また柳沢A(41)遺 跡が所在す る関田山地 の東麓には この時代 の遺跡が点在 している。

後期では宮中遺跡(11)が 重要であ る。昭和55年 調査 では、わずか1Qom2の 範囲で23基 の石棺墓 が検 出 さ

れ で い る。 また 、顔 戸 南 木 ノ下 遺跡 か らは、 ほぼ 完形 の 後期 の浅 鉢 な どが 出土 して い る。
こう ど かまぶち

また、晩期 で は外様 平 に柳 沢A(41)を は じめ 顔 戸南 木 ノ下 、 釜渕 遺跡 な どが あ る。

(3)弥 生時代
た くさがわ じり

この地方 においては、秋津の田草 川尻遺跡 ・長峰丘陵上 の諸遺跡(24～40)が 著名であ る。特 に長 峰丘陵
こいずみ

上の小泉遺跡(35)で は、昭 和63年 、平成2・3年 の発掘調 査に よ り弥生中 ・後期 の大集 落吐や 、中期 の木

棺墓群 な どが検出 されてい る。この上野遺跡において も住居趾 を確認で きたこ とか ら、外様平 ・常盤平が

水 田として活用 されていた もの と推定 され る。
てるおか

なお、照丘遺跡か らは、弥生中期栗林式土器 ・建築用材 と推定 され る木製品等が出土 している。

(4)古 墳時代
むかいみね

現在 、上野古墳(4)を は じめ、向峰古墳群(16)・ 長峰丘陵上 の古墳群(27・28・32)等 が確認 されている。

上野遺跡 では北陸系の土器 を伴 った前期 の竪穴住居趾 と方形周溝墓 が検 出されている。

(5)古 代 ・中世(奈 良時代 以降)
や かぶ

ここ飯 山においては、奈良時代 に比定で きる遺跡 は発見 されていない。平安 時代の遺跡に尾 崎(8)屋 株
かまぶち

大倉崎II(5)が あげ られ る。 この上野遺跡で も集落趾 ・墓趾 が確 認されてい る。 また、外様平 に も釜渕 、

桜沢(44)遺 跡 など多 くの遺跡 が点在 している。

平安時代末か ら中世 にか けては判然 としない部分が 多い。城館跡 については、対岸 の瑞穂地 区に多 く見

られ るとともに関田山地東麓 に も点在 している。 その中にあって千 曲川にのぞむ位 置にある 大 倉 崎 館 跡

(3)は 注 目され るところである。

参考文献

飯山市教育委員会1986『 飯山の遺跡』

飯山市教育委員会1990『 小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告書II』

常盤村史刊行委員会1986『 村史ときわ』

飯山市 ・飯山市誌編纂委員会1991『 飯 山市誌 自然環境編 』.,
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図2周 辺 の遺跡分布 図(1:25,000)

1.上 野2.上 野II3.大 倉 崎館4.上 野 古墳5.大 倉 崎II6.大 倉 崎7.瀬 附8.尾 崎9.城 の 前10.千 苅 ・

犬飼館 ユ1.宮 中12.猿 飼 田13.飯 綱 堂古墳14.関 沢15.太 子 林16.向 峰古 墳群117.屋 株18.日 焼

19.南 原20.堺 ノ沢21.柏 尾 南館22.上 ノ原23.真 宗 寺24.岡 峰25.旧 照 里小 学校26.光 明寺 前

27.照 丘28.照 里 古墳群29.30.茶 臼 山古墳31.大 塚32.大 塚 古墳群33.水 沢34.下 水 沢35.小 泉
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第3章 遺跡の概要

1上 野丘陵の遺跡と過去の調査

上 野丘陵は常盤平の東端、千曲川に接 して南北 に延びてい る。丘陵は西にゆ るや かに傾斜 して常 盤田ん

ぼにいた るが、田んぼか ら丘陵へ 登って くると、田んぼの次に上野集落が あ り、次に畑、丘頂部 は背 の高

い木の繁 る森 となる。東 は比高約15mの 断崖 となって千曲川に落ちてゆ く。

この上 野丘陵は古 くよ り遺物の散布 してい るこ とや古墳のあ るこ とが知 られてお り、また雄大 な濠 をめ

ぐらした 「お城跡」(大 倉崎館跡)が あ ることが 『村史 ときわ』 な どに紹介 されている。

昭和63(1988)年 国道117号 線小沼 ・湯 滝バ イパ スが上野丘陵 を縦 断 して通 ることとな り、それに伴 って

同年秋に館跡の発掘調査が行 われた。その結果 、幅10m以 上 深 さ5m以 上の雄 大な空濠 を もつ鎌倉 ・室町

時代(14、15C)の 館で、輸入磁:器の食器類 、越前焼 ・珠洲焼の大甕 、銭貨 、:茶臼、瀬戸 ・美濃系 の香炉 ・

花瓶、瓦質の茶道具 「風炉」 などの豪 華な出土 品が あ り、県内で も貴重な 中世館跡 であることが判 明した。

また炭や 焼土の多量 出土や火に あった遺物 が多いこ とか ら当館 が火ぜめに逢 ったこ とが推察 され、古文書

の少ない当地の中世史 を解明す る上 で重要 な資料 を提供 す るこ ととなった。

翌平成元(1989)年 に は国道117号 バ イパ ス路線約500mに わたって全面に発掘 し、その全 面か ら旧石器

・縄文 ・弥生 ・古墳 ・平安の各時代 にわたる遺構 ・遺物 を検 出、上野遺跡が上野丘陵全体 に広 が る複合遺

跡 であ るこ とが確 認され た。特に旧石器 時代末期 の5石 器集 中地点 ・2礫 群 の検 出 と玉髄製品の 多用 、弥

生時代 中 ・後期 の竪穴住居趾 と木棺墓群 の検 出、古墳時 代前期北陸色の極め て強い土器 を伴 う竪穴住居趾

と方形周溝墓の検 出、鍛冶遺物や 、オン ドル用 とも推定 される施設 をもつ竪 穴住居趾や 土砿墓 な どの平安

時代 の遺構 ・遺物の調査地全域か らの検 出な どは、北信の古代史解 明の重要 な資料 となってい る。

そ して平成2(1990)年 の丘陵 を横 断す る市道7-335号 線改良 に伴 う発掘調査や 、この平成4(1992)年 の

調査で 、丘陵全体 に またが る複合遺跡であるこ とが再 確認 され る とともに、今 回の北端部 の調査 では標高

310mの 低地で も平安時代の住居趾 が検 出され 、今の上 野集落 よ り低 い所 に も遺跡が広 が るこ とが確かめ

られた。

古墳 は千曲川の断崖 に接す る所に1基 確認 で きる。直径約13mの 円墳 で、高 さ1.4mと 低 い。北側は杉

の植林 で少 し改変 され ているが、残 りは良い。古墳の西か ら南 にかけて弧状 に浅い凹部がめ ぐる。丘尾切

断方式 で築造 されてい ることが わか る。出土 品の伝承 は今の ところない。

以上が上野丘陵の遺跡 の概要だが、述べ たように飯山市 内でも第一級 の遺跡 と言える。千曲 川に面 した

景観 の素 晴 らしい この地 にあって遺跡の有効 な保 存 ・活用が計 られ ることを願いたい。

2大 地 区 設 定 と調 査 方 法

前節 で述べた ように上野遺跡は丘陵全体 にまたが るので、今 回国土座標第V皿座標系 を基準に新たに大地

区 を設定 した(図4)。 大地区は100m四 方 で50区 画、北西隅よ り付番 している。座標は北西隅がX・=一9200

Y=100200、 南東隅がX=一8700Y=99200で あ る。今 回の調査地 は18・23・24・28・29区 と8区 にあ

たる。 しか しこの大地 区設定 を行 ったのは現地調査終 了後 なので、発掘 中は便宜 的に付けた1～V区 の大

地 区名 を使用 した。その対応は29区 が1、24区 がII、28区 がIII、23区 が 】V、18区がV、8区 がB地 点であ

る。

大地 区内の地区割 りについては、5m方 眼 とし、南か ら北へ1～20、 西か ら東へA～Tの 番 号 を付 して
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図3調 査 地 周 辺 の 地 形
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いる(図5)。 したがって、 グリッ ドの呼称 は現地

では上野(UN)931-D-3と い うふ うにな り、

1区 は29区 である。

なお、座標 に乗 る基準点の設定 は(有)写 真 測図

研 究所が行 った。

調査方法は、原則 として表土は ぎ、精査 、写真

撮影、測量 、遺物の取 り上 げの順で行 った。表土

は ぎは重機で黒色土の中間まで除去 したが、18区

と8区 につ いては時間の都合等 で淡褐 色土層(漸

移層)な い し黄色粘質土層 まで除去 した。精査 は

ジ ョレン ・移植 ゴテで慎重に遺構 ・遺物の検出 を

行 ったが、遺物の出土状況な どか ら推 して黒色土

中に遺構掘 り込み面が あるこ とは確実 なが ら、黒

色土中では遺構の肩 を検 出できなか った。黒色

中での検 出方法 については今後の重要な課題 の

つであ る。遺構の掘 り下げは移植 ゴテで慎重 に行

い、適宜十字 の畔を残す等土層観察 を行っている。

写真撮影は 白黒 とカラース ライ ドを35mmフ イルム

で適宜撮影 した。遺 構全体 図は40分 の1平 板図 を

作成 、各遺構お よび遺物 出土状態の微細図も適

作 成 した。

遺構番号 はこれ までの ものを踏襲 し通番 とした

住居趾 は弥生時代であればY9号 住居趾 とい う濤

うに し、土師器以 降の時代 の ものはH13号 住居

というふ うに付 けた。ただ、土砿 についてはこ

まで 「Tピ ッ ト」 など と呼称 される溝状の土拡 に

図4上 野遺跡大地区割1:10000

はMSKと 付番 していたが、土拡 はすべてSKと した。 したが ってSKに は落 し穴 ・ゴ ミ棄 て穴な どが含

まれているし、時代 も分けていない。

遺物 の取 り上げは、遺構 出土の ものは遺構毎に、包含層の ものはグ リッ ド毎に取 り上 げたが 、石器 ・縄

文 土器 は1点 ずつ位 置 と高 さを測って取 り上げた。

3層 序

遺跡の基本 的な層序 は(図35H18号 住居趾土層図参 照)、 上位か ら茶褐色土(表 土厚 さ約20cm)、 黒色

土(厚 さ約30cm)、 淡褐 色土(漸 移層厚 さ約10cm)、 黄色粘質土(地 山)で ある。土層図な どで確かめ ら

れる平安 時代 の遺 構切 り込み面 は黒色土中であ り、 また縄文土器の出土層位や弥生時代の竪穴住居吐 の深

さか ら勘 案す れば、縄文時代 以降の遺構面は黒色土中であろ うと考 えられるが、検 出面はすべ て淡褐色土

層上面であ る。

地 山の層序 は(図24SK24・ 図45SK32等 参 照)、 上位か ら、上層ほ ど色が うす くや わ らか い黄色粘質土

(厚 さ約10～20cm)、 スコ リア を含みか たい黄褐色粘質土(厚 さ約40cm)、 ス コリア を含 みか たい黄 白色粘質

土 となる。 旧石器の出土層位 は黄色粘質土層最上層か ら淡褐 色土層 にかけてである。
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図5主 要 遺 構 分 布 図1:1000
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図6遺 構 実 測 図(1)
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図7遺 構 実 測 図(2)1:160
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図8遺 構 実 測 図(3)1:160
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図9遺;構 実 測 図(4)1160
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図10遺 構 実 測 図(5)
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図11遺 構 実 測 図(6)1:160
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図12遺 構 実 測 図(7) 1:160

一19一



図13遺 構 実 測 図(8)
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図14遺 構 実 測 図(9)
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図15遺 構 実 測 図(10) 1:200
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第4章 旧石器時代

1層 序 と遺物の出土状態

A層 序 と文 化 層

1)過 去における土層調 査

上野遺跡が立地す る丘 は上野 ・大倉崎丘陵 と呼ばれ、比較 的新 しい年代に離水 した と考 えられている・

平成元年 の調査 時に段丘形成年代 につ いて調査 を実施 し、その成果が 明 らかにされているので(早 津'小

島1990)、 それ を引用 しなが ら触'れてい くこ とにす る。

上野.大 倉崎丘陵の高位 である館跡地点での柱状 図によれば(図16A)、 下位か ら礫層(層 厚2m以 上)

→ 砂 とシル ト～粘土 の互層(約4.5m)、 褐色風化 テフラ層(20～30cm)→ 黒色腐 食土層(数 十cm)と なっ

ている。 そして、褐色風化テ フラ層 内よ り約2.2万 年前 の姶良Tn火 山灰(AT)が 混交 した状態で産 出す

る。 また、●旧石 器第4地 点の層序では(図16B)、 褐 色風化 火山灰層の下位 には乾裂 とみ られる不規則 な

割れ 目がみ られ、AT層 は褐色風化テフラ層 の下部や その下位 の乾裂の割れめの間 によ り多 く含 まれ る傾

向が あ り、褐色風化テフ ラ層 の下限にATの 降下が あった ことを示 して いる とされている・

以上の ような状況 によ り、第4地 点の離水 時期 は、水成堆積物 であるシル ト～粘土層の上に堆積 される

図 はテフラ分析をおこなった層準

図16地 質 柱状 図(A・Bは1989年 調 査Cは 今 回調 査 区280・P-19区 標 準層序)
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乾陸成の褐色風化テフ ラ層の下限の年代 だ とい うこ とに な り、ATの 降下直前 、約2.2～2.5万 年前 ころ と

推定 され ている。第5地 点の石 器群 は玉髄製の掻 ・器が 多量に出土 しこれに尖頭器が伴 うもので、層位 的に

は黒色土直下の褐 色風化テフ ラ層最上部 で出土 してい る。平成元年度調査時 におけ る旧石器 時代石器群 の

出土層位はすべ てテフ ラ層最上部 であった。なお厳密には、テフラ層の上位に数cmの 漸移層 が認め られ石

器群は この層か らテフ ラ層上部 にかけて 出土 してい る。

2)今 回の調査区の層序

指標的な層序 は、3号 礫群 を検 出した280・P-19区 南壁 にお いて作成 した(図16C)。 前 回の層 序 と

比較すればほ とん ど層厚 のなか った漸移層(II層)が 約15cm～20cmと 厚 く認め られてい る。ただ し、調査

区内に よって も層厚 は一定 していない ようである。 これ はIII層であ るテフラ層の ソラ ト化 が進 んだ もの と

考 えて よいだろ う。 また、このテフ ラ層 の下 限に発達 して いた乾裂 は明確 には認め られていない。

今回検 出 した旧石器時代の石器群 ・礫群 はII層 下部～III層上部 にか けて検出 された もので、基本 的には

前回調査 で検 出され た石器群 と層位 的な差 は認め られない。ただ し、テフラ層が層厚10cm程 度 とご く薄 い

ので、 よほ ど大 きな時間差が ない限 り同一層 準 とな ろ う。

B地 点分布

上野遺跡の発掘に よって旧石器時代の痕 跡が確 認 されたのは、平成 元年 の小沼 ・湯滝バ イパ ス敷 設に伴

う調査に よってであ った。層序 と文化層の項で も触れ たが 、本地域 の陸化(離 水)以 降のテフラ層 の層厚

が10～20cmと 薄い ことか ら、地 点別分布の石器群 に時間差が認め られる ものの、層位 的には区別 できなか

った。 したがって、旧石 器石器群分布や礫群分布 につ いては文化層 を設定す るこ とな く、順に番号 を付 し

て きている。今 回の調査 での地点分布番号 は、従前の調査か らの続 きとして踏襲 している。すなわ ち、石

器集 中地点は第6地 点 ～、礫群 は3号 礫群か ら始 まってい る。なお 、今回の調査 では第1地 点 ・第2地 点

の分布範囲 と思 われ る地 区を調査 し旧石器 も検 出しているが 、 もともと第1地 点は平安 時代等 の遺構 によ

って掩 乱 されてお り、 また第2地 点 も1点 のみの出土 であったので遺構 としては掲載 しなか った。

1)第6地 点(図17)

18P-2に 位置す る。分布範囲は1m20cmほ どで、礫1・ 石 器4点 のみの構成 である。付近に平安 時代 の住

居や 溝状土坑が あるので掩 乱 されている可能性 がある。石器はすべ て剥片で、安 山岩製であ る。

2)第7地 点(図17)

18P-7に 位 置す る。分布範 囲は約1m50cm、 礫3・ 石器5点 か らなる。第6地 点 と同様 に周囲は後世

の遺構が構築 されてい る。また、約5m北 側のP-8区 において も同石 材の石器が後世 の遺構 より出土 し

ている。石器は、黒曜石製 の尖頭器 ・削・器 ・彫器各1点 と少 ないが指標 的な石器で構 成され る。

3)第8地 点

18P-8に 位置す る。弥生 ・平安 時代 の柱穴が多 くあ り、石器はこれ らの遺構 内や周囲 よ り出土 してお

り、ま とま りを持 って出土 した ものの原位 置ではない。黒曜石製の尖頭器 ・削器 などが出土 している。

4)第9地 点(図18)

18Q-9に 位置す る。約30点 で構成 され る礫群 を取 り囲む ように、5×4mの 範囲に石器が分布 してい

る。出土層位 は、耕 作土直下であるために褐色風化火山灰 層(第III層)内 ではあるが、 どの層準 であるか

明確 でない。石器は、黒曜石製の尖頭器 ・削器 を指 準 とし、他 は剥片である。砥石 を除 きすべ て黒曜石製

であるこ とも第7・8地 点 と同様に注 目される。

5)3号 礫群(図20)

280・P-19に 位置す る。II層 下部 よ り現れ、III層上部 にま とまっている。範囲は2m60cm×1m60cmの
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図17第6・7地 点遺物分布 図(1:40)
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図18第9地 点遺物分布 図(1:40)
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図194・5号 礫群 分布 図(1:40)
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楕 円形 を呈 し、拳 大の礫 約55点 で;構成 さ

れ る。破損礫が8割 以上 を占め、礫群 内

で接合す る例 も認め られ る。火熱 を受 け

た と思 われ る赤化 した礫 は、明確 な もの

はほ とん ど認め られない。本礫群 内に2

点の剥片石器が検 出 されている。

6)4号 礫群(図19)

23P-15に 位 置す る。50cmの 範囲に約

10点 の礫 が集合す る礫群 で、赤化 した礫

は認め られない。層位 はIII層直上～一部

III層に くい込んである。遺物は認め られ

ないが、本 グ リッ ト講査 中において安 山

岩製の剥 片石器数点が検 出 されてい るの

で、本礫群 に関 わるもの と思われる。

7)5号 礫群(図19)

23P-16に 位置す る。一部 に平安時代

の柱 穴が掘 られているが、範 囲は3×1

mで 、楕 円形 を呈 している。赤化 して い

る礫 は約半数に認め られ る。 出土層位は

III層の上部であ る。なお 、本礫群 に混在

して安 山岩製の剥 片石器が検 出されてい

る。

2出 土 遺 物

今回の調査=によって発見 された旧石器 図
203号 礫群分布図(1:40)(実 線は接合、スクリントーンは完形礫)

は総数約70点 である。1989年 の調査 では

約200点 出土 してい る。石器 は、第6～9地 点の4か 所 と3～5号 礫群の3か 所お よび各 グ リッ トか ら検

出 されている。以下に地 点別 に説 明を加 え る。

1)第1・2 ,地点およびグ リッ ト(図211～6)

1989年 調査時に検 出され た第1地 点お よび第2地 点に近接す る地点 よ り検 出された石器 とグ リッ トにお

いて単独 に近い状況 で検 出され た石器 を一括す る。

ナイフ形石器(1・3・6)

1は 第1地 点に含 まれ る場所 の24J-12区 より検 出され た。石 刃技法 に基づ いた縦長剥片 を素材 とし、

基部側の左側縁 を、上 ・下両方 よ り急斜 なブ ランテ ィング加 工 を施 している。先端部 を欠 くが、推定長10

cmの やや 大形のナ イフ形石器 になるよ うであ る。基部側が鋭 くなってお り、杉久保 型 といわれ る形態 を呈

す。頁岩製である。3は29A-y15区 の単独 出土 である。先端部 を2mm程 欠 くが、全長5.Ocmの ほぼ完形品

であ る。縦長剥片 を斜 めに切 断 して切 り出 し形 の形態に し、左側縁に鋭利な刃部 を残 している。茂 呂型ナ

イフ形石器 といわれ る典 型的 な石器である。 頁岩製である。6は23N-6区 よ り単独 出土 した もので、1

をやや小形化 した形態 である。先端部 を欠 くが 、基部側 の右側縁にブ ランティング加工 を施 して柳葉 形に

仕上 げている。頁岩製。
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削 器(2)

24J-12区 の 出土で、1と 同様 第1地 点 に含 まれ る。玉髄製 の幅広 な縦長剥 片を素材 とし、左側 縁 に軽

微 な加工 を施 している。 これは、加工 とい うよ りも使 用に よる刃潰 れ的なものである・

剥 片(4・5)

4は29A-14区 の出土 で、3の ナイフ形石器 と位置的には近 い。打 面調整 された石 刃石核か ら作 出され

た もの と推定 され る。安 山岩製であ る。5は24E-6区 よ り出土 している。黒曜石製 の横長剥片で ・石核

調 整剥 片 と考 えられ る。

2)3号 礫群 出土石器(図217・8)

礫 に混 じって2点 の石器剥 片が検 出されて いる。7は 石核調整剥片であろ う。頁岩製の薄い幅広 な剥 片 ・

である。8は 玉髄製で、正面側 に表皮 を残す。

3)4号 礫群 出土石 器(図219～11)

4号 礫群 と同一 グリッ トで検出 された石器 で、 ドッ トマ ップ を作成 していないが関係す るもの と考 え ら

れ る。 いずれ も安 山岩製 で、9は 目的剥 片、10は 石核調 整剥 片であろ う・11は 残核 と考 えられ る・

4)5号 礫群 出土石器(図2112～16)

5号 礫群 内で検出 された剥 片石器で、12の チャー ト以外すべ て安 山岩 である・12は 火熱 を受けてい る・

また、13も 火熱 を受けてい るもの と思 われ、全体 にひび割れが生 じている・14は ポイン トフレー ク と称 さ

れ るものに似 る。

5)第6地 点 出土石器(図2217～20)

総数4点 のみで構成 されてい る第6地 点出土石器のすべ てで ある。いずれ も安 山岩であるが ・同一母岩

ではない。17は 現存長12.4cmと 大形の縦長剥 片で、狭小 ではあるが打面調 整がなされているこ とが認め ら

れ る。18は 正面下端部 に表皮 を残す。右側縁 は打面側か ら剥 片を半割す るように打撃が加 え られ ている・

19は 湾曲 し、ややね じれ をもった縦長剥 片である。

6)第7地 点 出土石器(図2221～23)

弥生 ・平安時代の遺構 に近接 しているためか、総点数5点 と少 ない。 その うち2点 は砕 片であ り・他 の

3点 が図示 した石器であ る。点数 は少 ないが きわめて特徴的な石器 である。

尖頭器(21)

下端部の裏 面に打面が あるので、分厚 い縦長状の剥 片を素材 としている もの と考 え られ る・正 面側 に比

較 的急斜で大 きな剥離が加 えられ、続いて裏面に平坦 な剥離が加 えられている・次に正面 ・裏面か ら部分

的に細部加工が施 されるが 、規則的ではない。全体 的には未製 品 と思われる・灰色のパ ティナで覆われて

い るが頁岩 であろう。

削 器(22)

黒曜石製 の縦長剥片 を用い、正面側の両側 縁に加工 を施 して削器 に してい る。裏面の基部側は・打瘤 の

高 ま りを除去 している。

彫 器(23)

黒 曜石製の縦長剥片 を素材 としてお り1下 端部 を欠 く。基部側 両側縁を打面側か らソケ ッ ト状に樋 状剥

離 を加 えて彫刻 刀面 を作 出してい る。また、右側側縁 には細部加工 が施 され整形されてい る。

7)第8地 点出土石器(図2224～28)

弥生 ・平安 時代の遺構等に よって破壊 された地点であるが 、やや まとま りをもって出土 しているので地

点 として掲載 してい る。 したが って、厳密 には一括ではない。

尖頭器(24・25●26)

一29一



24は 約半分 を欠 くが・現存長6・Ocm、 幅4・7cmと 大形 の尖頭器 である。黒曜石製 の大形 の縦長剥 片 を用

い・裏面右側 縁に整形加工 を施 して尖頭器状 に仕上 げている。分類では半両 面加工の尖頭器 と呼称す るも

のである・25は ・全長6・5cmの 完形 品で ・細身の
、尖頭器であ る。黒曜石製 で、横長剥片 を素 材 として、正

面側 は急斜 に・裏 面側 には平坦 な加工が施 されてい る。細部加工 は交互剥離に よっている。

削 器(27・28)

黒日翫 製の縦長剥片 を用い、両狽り縁 に騨 な加工 を施 して削器 とした ものである
.下 端部 には_部 表皮

が残 る。 また・左側縁 先端部 に近 い部分 はノ ッチ状 となってい る。全体 的に刃 こぼれ状 の小剥 離痕が 多 く

認め られ る・28は 不定形な黒曜石製 の剥片 を素材 とし、基部側 の裏面 に加工 を施 している。 なお、裏 面の

先端部の加工 は・高 ま りを取 り除 くため と思われ る。正 面右側縁 に小剥離痕 が認め られ る。

8)第9地 点 出土石器(図23)

礫群 の周辺 に石器が ま とまって出土 した もので、総数23点 検出 されている。比較 的後世 の掩 乱が少 ない

地区であるので一括性は高いが、検 出面は耕作土直下のテフ ラ層 である。

尖頭器(29)

全長6・1cmの やや楕 円形に近 い形態 を呈 してい る。裏面側先端 ・下端部 にそれ ぞれ加 工が加 えられ て丸

み を帯びてい る・全体 の整形工程か ら、 この加撃 は再加工に よるもの と思 われ、原形は木葉 形 を呈 した も

の であ ろう・ただ し・再加工はむ しろ基部 ・先端部 とも先鋭 していないこ とか ら別 の器種 として仕上 げた

ものか もしれない。

削 器(30・31・35)

30は 大形の縦長剥 片 を素材 とし・裏面左側 を中心 として加工 を施 した ものであ る
。表 面には表皮 を残 し

ている・31は 打面調 整 されて いない石核 より作出 された縦長剥片を素材 としている。第.__.次剥 離方向 と180・

反対方向か らの加撃 によ り半割 されている。35は 先端部 を欠 く。

小剥離痕 を有 す る剥片及び剥片(32～34・36～40)

縁 辺に小剥離痕 を有 し・機能 的には削器であ ろうが 、明確 な加工 とは認め られない剥 片(32～34)を 小

剥離痕 を有す る石器 とした。32は 、やや幅広 な縦長剥片の基部側左側縁 に小剥離痕が認め られ る ものであ

る・33は 欠損 してい るが・両縁辺 に細かな剥 離痕が ある。34は 左側縁 に樋 状の剥離が加 えられて いるが
、

彫刻 刀面作出のための剥離 であるのか もしれ ない。36は 石核 の端部 よ り作 出され たもので、打面 も____.部に

自然面 を有 している・37・38は 基部側 を欠 く。39は 近接 して出土 した ものが接合 した もので、全体 は火熱

を受けた もの と思 われ 白っぼ くトロ トロ としている。左側縁 に加工痕 が認め られるが 明瞭で ない。削器か

もしれない。

石 核(41)

小形 の石片であ るが・形態上石核 とする。裏面に 自然面 を有 し、正 面側 には数回の剥 片作 出面が残 る。

磨 石(42)

礫群 よ り離れて出土 したものである。火熱 をうけて赤化 して いる破損礫 である。全体 は不明であ るが、

稜の部分 に平坦 な磨 り面があ る。

9)小 括

各地点 出土石 器に説明 を加 えて きた。過去の調査 において も言及 して きた ところであるが、地点別に使

用石材や石器形態に大 きな差が認め られ る。今回の調査 にお いて も、安 山岩が主体の地点 と黒曜石 が主体

の地点 とに明瞭に別れ ている。 これ らを同一一時期 のそれ ぞれの石材加工別地 点であった と考 え ることも可

能 であるし、時期 的な使用石 材の差 であ るともいえ一一概に結論づ けることはできない。

今回の調査 では、6～9地 点出土石 器の うち6地 点のみが安 山岩で;構成 され、他 は黒曜石石 器群 込あ っ
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図21旧 石 器 実 測 図

一31一

1(12)



図22旧 石 ・器 実 測 図
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図23旧 石 器 実 測 図
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た。6地 点 の石器は数量的に僅 少であ るので技術基盤や組成については不明 といわざるを得 ない。ただ、

大形の縦長剥片が存在す るこ とは、技術基盤 自体 刃器 技法に基づ いてい るものであろう。一 方、7～9地

点出土石器 は出土状態に一括性 につ いて不安 な地点 もあるが、すべ て黒曜石製 で尖頭器 を組 成 とす るな ど

類似性が ある。 また、剥片剥離技術 はいずれ も刃器技法に基づ いている。 したが って、7～9地 点 出土石

器群 は同一時期の所産 として考 えて よいであろ う。 なお、 まとま りを持 って出土 したわけではないが 、典

型的なナ イフ形石器が数か所において出土 している。いずれ も頁岩 であ り、これ らの石器 と黒 曜石石器群 、

あるいは、1989年 調査 して上 野遺跡 の代表 的な旧石器石器群 とした玉髄製石器群(第4地 点 出土石器)と

の関係 も大 きな課題 となってい る。

今 回の調査 に続 いて1993年 に も上野遺跡の調査 を行 い、礫群 をは じめ として 多少 の旧石器の 出土 をみ た

のでその中で明 らか に したい と考 えている。
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表1旧 石 器 計 測 表

番号 石 器 名 地 点 石 質
長さ
cm 囎

厚 さ
cm

重量
g 騨 備 考 石器固体番号

1 ナイフ形石器 頁 岩 7.5 2.2 1.0 14.0 0 IJ-12-3

2 削 器 玉 髄 7.1 3.4 1.3 25.1 IJ-12-8

3 ナイフ形石器 頁 岩 5.0 2.1 0.7 15.9 0 IA-15-7

4 剥 片 安 山 岩 2.4 3.5 0.5 5.6 0 IA-14-11

5 剥 片 黒 曜 石 7.3 4.0 1.5 25.3 IE-6-1

6 ナイフ形石器 頁 岩 5.1 1.5 0.8 5.5 0 NN-6-1

7 剥 片 3号礫群 頁 岩 4.6 4.9 0.5 8.3 IIIE-9-1

8 剥 片 11 玉 髄 2.1 2.3 0.9 4.5 0 III礫群10

9 剥 片 4号礫群 安 山岩 5.5 4.3 1.2 25.6 IVP-15

10 剥 片 // 安 山 岩 6.6 7.0 1.9 57.2 NP-15

11 石 核 11 安 山 岩 4.0 5.9 1.8 44.6 NP-15

12 剥 片 5号礫群 チ ャー ト 6.4 4.3 1.3 51.2 NP-16-34

13 剥 片 11 安 山 岩 4.2 3.9 0.8 33.2 火 熱 NP-16-6

14 剥 片 11 安 山 岩 7.6 4.4 2.0 6.6 0 NP-16-26

15 剥 片 11 安 山 岩 4.2 3.0 0.8 8.3 NP-16-8

16 剥 片 11 安 山 岩 5.2 2.0 0.6 57.5 NP-16-24

17 剥 片 第6地点 安 山 岩 12.4 4.4 1.6 73.0 0 VP-2-2

18 剥 片 〃 安 山 岩 7.4 3.1 1.2 25.1 VP-2-5

19 剥 片 11 安 山 岩 9.5 3.3 1.6 28.2 VP-2-4

20 剥 片 // 安 山 岩 2.6 6.3 0.5 7.6 0 VP-2-3

21 尖 頭 器 第7地点 頁 岩 6.4 3.6 1.4 33.0 VP-7-1

22 削 器 11 黒 曜 石 6.4 3.7 1.7 32.5 0 VP-7-2

23 彫 器 11 黒 曜 石 5.3 3.0 1.1 14.1 O VP-7-8

24 尖 頭 器 第8地点 黒 曜 石 6.0 4.7 1.6 40.7 0 VP-8-1

25 尖 頭 器 11 黒 曜 石 6.5 2.7 1.3 16.8 VP8-P1

26 尖 頭 器 11 黒 曜 石 1.6 2.0 0.7 2.0 0 VP-8

27 削 器 11 黒 曜 石 5.3 3.2 1.2 12.2 VP-8

28 削 器 it 黒 曜 石 8.0 3.7 1.5 23.0 VP-9-1

29 尖 頭 器 第9地点 黒 曜 石 6.1 3.9 1.6 33.2 VQ-9-2

30 削 器 11 黒 曜 石 10.0 5.0 1.5 37.9 VQ-9-45

31 削 器 11 黒 曜 石 7.2 2.3 1.0 8.8 0 VQ-9-42

32 剥 片 11 黒 曜 石 7.3 4.5 1.6 33.7 VQ-9-56

33 剥 片 11 黒 曜 石 4.8 3.3 0.8 10.1 0 VQ-9-47

34 剥 片 〃 黒 曜 石 6.2 3.9 1.6 23.4 VQ-9-3

35 削 器 11 黒 曜 石 3.6 2.2 1.3 8.0 0 VQ-9-57

36 剥 片 11 黒 曜 石 7.7 4.4 1.4 33.5 VQ-9-43

37 剥 片 11 黒 曜 石 5.2 3.1 0.8 8.6 0 VQ-9-32

38 剥 片 11 黒 曜 石 5.7 2.1 1.2 8.7 O VQ-9-53

39 剥 片 11 黒 曜 石 5.5 2.2 0.9 9.5 接 合・火熱
VQ-9-63
VQ-9-52

40 剥 片 11 黒 曜 石 3.4 2.9 1.1 8.4 0 VQ-9-61

41 石 核 11 黒 曜 石 2.0 3.5 1.3 8.1 VQ-9-58

42 磨 石 11 砂 岩 5.0 3.7 3.4 73.5 0 VQ-9-1

 

/
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第5章 縄 文 時 代

1遺 構

縄文時代 の遺構 には動 物のお とし穴 と推定 され る溝状土坑が ある(図24)。 今回の調査では19基 検 出され

ている。

前回の調査 ともあわせ てその分布 をみ ると.__.定間隔をお いて主軸 を並行 して並ぶ列が、数十 メー トルの

間隔で並 んでい る。す なわち、MSK6～8の 列 、MSK4・5とSK24の 列 、MSK2・3とSK25～

29の 列が30mの 間隔 をおいて並んでお り、その北 にMSK1とSK26・34・39の 列 が70mの 間隔をおいて、

その北に またMSK14～17の 列が30mの 間隔 をお いて並 んでい る。いっぽ う調査地北部のSK41以 北 の も

のは並列 している とは言いが たい。注意され るのは溝状土坑 どうしの切 り合 い関係が ないこ とだ。

規模 は長 さ3～4mの ものが普 通だが中にはSK48の ように2mに 満たない もの もある。断面形は、S

K24・25の よ うに2段 に掘 り込 まれている もの と、SK46の よ うに1段 の もの、その 中間のY字 形 を呈す

るSK26の よ うな ものが ある。並列 している もの どうしSK25・27～29な どは形状が似てい る。

土層観察 を した もの によれば、 自然堆積 の状況が うかがえる。

出土遺物 はほ とん どな く、SK25の 上層か ら縄文 時代 晩期 と考Z.ら れる脚部が出土 しているのみである。

2遺 物

A遺 物 出土状 態(図25)

縄文時代の遺物 として土器が少量あ るが、年代 は、早期 ・前期 ・中期 ・後期 ・晩期 の各期 にわたってい

る。遺構 に伴 うものは31の1点 のみで、あ とは包含層の黒色土 出土で ある。

出土量の 多い前期 の土器 の分布 をみ ると、28A・B-18・19区 に集中 し、24F～H-7～9区 と23N～

Q-4～10区 にやや まとまってある。

B土 器(図26・27)

(1)早 期の土器

押型文土器 が1点29A-12区 か ら出土 してい る(1)。 口縁部小 片で磨滅がはげ しい。5mm×6mmの 楕 円

文 を密に配 している。淡褐 色で焼成 は良 い。

(2)前 期の土器

2～4は 羽状縄文の 口縁部 片である。2は 波状 口縁であ る。いずれ も焼成は良 い。

5～8は 体部片で6・7は 羽状縄文であ る。7は 雲母お よび石英 と思われる砂粒 を多量 に含み光 をあて

る とキラキラす る。 また結節の浮線文が縦 につ いている。

9・10は 繊維土器であ る。

11・15・16は 半載竹 管による平行 沈線 をもつ もので、11は 格子文 と、一定間隔で半載竹管 による刺突文

をもつ平行沈線がめ ぐる。16は 刺突文 をもつ平行 沈線 をめ ぐら し、 口唇部に押圧 による刻み 目をほ どこし

ている。 いずれ も焼成 は良 い。

12は キャ リパー状 の口縁 をもつ もので、3本1単 位 の沈線2単 位 を口縁直下 と頸部 にめ ぐらす。砂 を多

量 に含むが焼成 は良 くか たい。淡黄褐色 を呈す る。
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図24お と し 穴 1:80
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図25縄 文 ヰ 器 分 布 図1:1000
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13・14は 同一個体 と思われ る。繊維土器 で半裁竹管 による平行沈線 を全体 にめ ぐらす。赤褐 色 を呈す る。

17は 沈線の間に半載 竹管に よる連続爪形文が配 される もので、焼成は良い。

18・19は 半載竹管 による平行線文 で18は 縄文 を地文 としている。

20は 口縁部 に2帯 の紐 による波状文 を付 した ものである。薄手で焼成が良い。

21は 口縁部 に輪状の浮文 を連続 してめ ぐらし、外面 に結節の浮線文が付 く。.結節浮線文は2本 しか残 っ

ていないが、2本 の間 に3本 の剥離痕があ り集合 していたこ とが わか る。

29は 縄文 と結節浮線文 を もつ もので、前期 と思 われるが器形が よ くわか らない。隅丸正 方形の底状 の も

のか ら二重に体部が立 ちあが っている。その外側 の立 ちあが りの表面に文様が付 く。底部 らしき面 には貼

り付け られた帯状部が剥離 した痕跡があ る。胎土 に砂粒 を含み焼成は良好 、赤褐 色 を呈する。

以上の前期 土器 の うち、2～8、11・12・16～19は 前期後半期の諸磯 式併行期 の土器で南 隣の大倉崎遺

跡 に類例 があ る。繊維 を含む9・IO・13・14は よ り古 く位置づけ られ、20・21は よ り新 しい もの と考 え ら

れる。

(3)中 期の土器

22・24・25は 赤褐色薄手の土器で、粘土紐 およびヘ ラ沈線で 、垂下文 ・うず巻 文 ・蓮華文風 の文様 を構

成 して いる。 これ らは中期 中葉の もので北陸の系統 を引 くもの であ り、市 内深沢遺跡に類例が ある。

23は 強 く屈曲す る口縁部 を もつ もので、上方 に突 出す る波状 口縁の内側 に集合 条線文 をもつ。

(4)後 期の土器

26・27は いずれ も口縁部が 内湾す る浅鉢 の口縁部片で 、隆帯文 ・縄文が施 され る。焼成 は良 く黒灰色 を

呈す る。後期 前葉堀 ノ内式 に属す るものであろ う。

(5)晩 期の土器

28は 大破片3片 が近接 して 出土 してい るものである。5単 位 の山形 口縁 をもち胴が くびれ る鉢 で 口頸部

に蕨手文風の文様 をめ ぐらす。太 いヘ ラ沈線 で囲 まれた中は細かい縄文 と磨 り消 し縄文 を配す る。赤榿 色

を呈 し焼成良好である。晩期初頭の佐野1式 に先行 す るものであろ う。
　 ユ　

31は 溝状土坑SK25か ら出土 した脚で、外周 にヘ ラに よる柳葉文 を3単 位配 している。胎土 に砂 を含み、

焼成 は良好、淡褐色 を呈す る。

30は 「工 」字文 風の文様 を もつ小型の鉢 で全面が ミガかれている。黒灰色 を呈す る。晩期後葉の氷式 に

属す る ものであろ う。

注131を 晩期 とす ることについては中島庄一氏よりご教示 を得た。
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図26縄 文 土 器 実 測 図113
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図27縄 文 土 器 実 測 図 2 1 3
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第6章 弥 生 時 代

1遺:構

弥生時代の遺構は、竪穴住居趾1、 掘立柱建物趾1な どがあ る。

A竪:穴 住 居 吐(図28)

(1)Y9号 住居趾

18P-3区 にある。弥生 中期の円形住居趾 である。幅約15～30cm 、深 さ10～15cmの 周溝が、P1を 中心

にほぼ円形にめ ぐるが 、北側部分は直線に近 い形 になっている。 さらに北西側約2mの 長 さに わたって二

重に周溝のめ ぐる部分 もある。

平面規模 は、直径約4.Omで あ り、検 出面か ら床 まで掘 り込みは、全体 に浅 い。

P1の 北東側 に近 接 し、45×60cmほ どの焼床 が検 出 されてお り、炉 であ ると考 え られ る。

P1は 摺鉢状 を呈 してお り、住居趾の 中央 ピッ トと考 え られ る。

主柱穴は、位 置お よび深 さか ら判断 して、P2・P9・P12が 推定 される。 さらに、それぞれの主柱穴

の外側の位 置、周溝 に重 な りP5・P6・P13が あるが 、やは りその位置 ・規模 ・形態か ら重要 な柱 穴で

ある と推定 される。

遺物は、北側2か 所 の焼土の間か ら、完形の甕1点 が、横 につぶれ た状態で出土 してお り、他 に も、床

面か ら2～5cm程 の高 さの ところか ら土器片が、住居趾 内南寄 りの位置に、ある程度集中 して 出土 して い

る。

また石器 につ いて も、石鍛2点 と叩き石3点 が、土器片 と同様に出土 している。

B掘 立 柱 建 物 祉(図28)

180・P・Q-6・7区 にある1間(2.7m)×4間(7.2m)以 上の建物 である。桁行 の柱 間寸法は1.7

～1 .9m。 柱 穴掘形 のプランは円形で直径32～40cm。 柱 穴の深 さは、全体 に45～60cmで ある。

遺物は、P4中 部か ら、完形の蓋が 出土 している。柱 を抜 き とった後 に納めた ものであろ うか。 また、

P6か らは、壺の上部 とその土器 片が 出土 している。

表2弥 生時代竪 穴住居趾 ・掘立柱建物 趾柱穴一一覧表(床 からの深さ:単 位はcm)Y
9住

No. 直径 深 さ 備 考 No. 直径 深さ 備 考
1 55 27 す り鉢状 12 17 72

2 20 27 13 30 27

3 17 25 SB10

4 17 21 1 32 45

5 30 18 2 32 50

6 23 23 3 40 58

7 40 12 4 37 45 ふた出土

8 20 17 5 37 58

9 10 18 6 38×47 55 2段 壺出土

10 18 20 7 37 60

11 30 20 8 38 50
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図28Y9号 住 居 趾SB101:401:80
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2遺 物

A土 器(図29・30)

(1)Y9号 住居趾 出土土器

壺 ・甕 な どがあ り、接合 で完形に近 い状 態で復 元で きる ものが2点 あ る。

1は 壺 の 甲縁 ～頸部 である。 口唇 部には縄文 がめ ぐり、口縁端部に刻 み文 をもつ。頸部中央 よ りやや下

に、4条 の櫛描 き平行線文が2単 位 、横位 に施 されて いる。器壁は、内外面 ともに、ていねいにヘ ラ ミガ

キされ る。胎土 は細か い砂粒 を含んでい る。素地 の色調は淡灰褐色 ～淡褐色。 口径15.2cm。

2・3も 壺 の口縁～頸部であ る。いず れ も口唇部に縄文 がめ ぐる。

3は 頸部 中央 よ りや や下にヘ ラ描 き沈線がめ ぐり、その間に縄文が施 され る。器壁 は内外面 とも、てい

ねいにヘ ラ ミガキされ、内面には ところどころに赤彩 が残 っている。胎土は こまか い砂粒 を含み、色調 は

淡灰褐色 ん淡褐 色であ る。

2は 頸部 よ りやや下 に2本 の沈線がめ ぐり、内外面 ともにナデの調整。胎土 は細か い砂粒 が含 まれ、色

調 は淡褐 色。2は 口径14.Ocm、3は 口径7.8cm。
'4は 壺の頸部～胴部 である。縄文 を地文 とし、太いヘ ラ描 き沈線による直線文 と波状文 、櫛描 きによる

5条 の平行線文 が組み合 わされ る。器壁の調 整はナデ とハ ケで、頸部 内側 には指圧痕が残 るが 、全体に磨

滅が激 しく定かでない ところが 多い。胎土 は細か い砂粒 を含み、色調は茶 褐色。

5も 、4と 同様 の壷 の頸部～胴部 である。太 いヘ ラ描 き沈線による直線文 と弧文が施 され る。上部 直線

文の間には一定 間隔にて縄文が施 されるが 、下部分については磨滅のため判 断がつか ない。調 整 も、内外

面 ともハ ケ と思 われ るが、磨 滅はげ し く定か では ない。胎土 は細か い砂粒 を含み、赤榿 色 を呈 する。

6は 壺 の胴部～下部であ る。太いヘ ラ描 き沈線に よる直線文 と弧状文 、その間に、画文がつ なが り縄文

を囲む島 となる文様が、施 され る。器壁の調整は、外面 はハ ケか ら部分 的なヘ ラ ミガキ。内面は ヨコハケ、

ナナ メハ ケで胴上部には指圧痕 が残 る。胎土は細かい砂粒 を含み、色調 は茶色。

7は 口縁部が受け 口状にな る壺 で、口縁部にのみ縄文がめ ぐる。器壁の調整は、外面はハ ケの ちヘ ラ ミ

ガキ。内面は胴部全体 にハ ケ、頸部 をナデ、口縁部 をミガキで調 整す る。胎土は細か い砂粒 を含 む。素地 の

色調 は茶褐色だが表 面は暗い。 口径18.Ocm。

8は 壷 の下部で ある。調 整は外面がハケの ち粗 いヘ ラ ミガキ、内面が ヨコハケ。胎土は細か い砂粒 を含

み、色 調 は全体に黒灰色。底部径 は7.Ocm。

9は 完形の甕 である。住居趾 内北側か ら出土 した もの。短 く外方に屈 曲す る口縁部 と倒卵形 の胴部 をも

ち、平底 であ る。内外面全体 をハ ケで整 えたの ち、胴部外面 に櫛 描 き羽状文 を施 し、その上部 をヨコ方向

の ミガキ、下部 をタテ方向の ミガキで整 えて いる。内部 もハケか らヘ ラ ミガキで調整 され る。胎土は細か

い砂粒 を含み、色調は淡:茶色で、外面上半部には煤が付着 している。 口径21.6cm、 高 さ26.6cm。

15～17は 壺 の胴部片であ る。15は ヘ ラ描 き沈線の間に縄文 を配 し、沈線文 の交点に円形浮文 を貼 り付け

る。胎土は細か い砂粒 を含 み、素地は赤褐 色、外表面は黒色 を呈す る。16・17は ヘ ラ描 き沈線 を直線 ない

し波状にめ ぐらせ 、その間に縄文 と櫛描 き平行線文 を配する。砂 を多 く含 み、淡褐 色 を呈す る。

(2)そ の他 の遺構 および遺構 外出土土器

10は 壺 の上部～胴部 である。 口唇部 には縄文が施 される。頸部に太いヘ ラ描 き沈線による直線文、胴部

には同様 の直線文 と弧状文がめ ぐる。両文 の間には6と 同様の島状 の文様が施 される。調整は、外面が て

いね いなヘ ラ ミガキ、内面は胴部全体がハケ、頸部 がナデ、 口縁部がて いねいなヘ ラ ミガキであ る。胎土
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図29弥 生 土 器 実 測 図11:4
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は細かい砂粒 を含み ・色調は淡褐 色だが黒斑 があ る。 口径11.2cm。SB10P6出 土。

11は 壺 の上部 である。 口唇部に縄文 がめ ぐり、頸部 には太 いヘ ラ描 き沈線に よる直線文 がめ ぐる。調 整

は、外面がハ ケか らヘ ラ ミガ キ、内面は頸部 ナデか らハ ケ、口縁部はヘ ラ ミガキ。胎土 は細 かい破粒 を含

み、色調 は淡黄褐 色。 口径12.Ocm。SB10P6出 土。

12は 甕 の底部 で外底 に編物痕 が残 る。胎土は細かい砂粒 を多 く含 み、色調は暗褐 色。23P-10区 出土。

13は 掘立柱建物吐SB10P4か ら出土 した完形の蓋であ る。対極 をなす2ヶ 所の周縁に2つ 並 ぶ小孔 を

もつ・ 内外面 ともていねいなヘ ラ ミガキのの ち赤彩 されてい る。胎土 は細か い砂粒 を含 む。直径10.7cm 。

14は 高杯 杯部 と思 われる。外面は磨滅がはげ し く定 かでないが 、内面はていねいなヘ ラ ミガキののち赤

彩 された と思われる。胎土 は、他の土器に比べ て砂 の含有 は少 ない。外面は赤榿色 、内面 は暗赤褐色。

18～26は 壷 の胴部 片などである。いずれ もヘ ラ描 き沈線の間に縄文 と櫛描 き平行線文 を配す る。

18・19は 胎土に細か い砂粒 を含み、精良。白灰褐 色 を呈 し、18の 外表 面にはわずかに赤彩の痕跡がのこる。

20は 上位 に重 山形文がめ ぐる。胎土 は精良 で、色調は茶色。

21・22は 胎土に細かい砂粒 が含 まれ、色調は黒灰色。

23・24と もに胎土に細かい砂粒が含 まれ 、色調 は黄褐 色。

25は 口縁部であ る。荒い砂粒が含 まれ、色調は淡赤褐色。

26は 直線文 と平行 線文 が タテ方向に施 され外面 をヘ ラ ミガキ、内面 をハ ケで調整す る。

27～34は 甕 の破 片である。
の

27～29は 節描 きの羽状文 あるいは平行線文 をもつ。細か い砂粒 を含む胎土で、褐 色～赤褐 色 を呈す る。

30～32は 不 連続 な節描 きの波状文 をもち、胎土は精良。30は 黒色。31は 上位に刺 突文 を もち、暗褐色 を

呈す。32は 自灰褐色。

33・34は 外表面 をハ ケで調整す る。 ともに胎 土に砂粒 を多 く含み 、白灰褐 色 を呈す る。

35は 高杯 の杯部片で ある。胎土に砂粒 を含み、素地 は 白灰褐 色であ るが、内外面 とも赤彩 され る。

(3)小 結

これ らの土器の うち30～32・35は 後期 的な ものだが 、Y9号 住居趾 出土 品お よび図示 した多 くは中期 後

半の栗林式におかれ、菓林式 の中で も古い様相 をもつ もの と考 えている。

B石 器(図31)

(1)Y9号 住居祉 出土石 器

3・4と もに粗雑 なつ くりの小型の石鍛であ る。 ともに安 山岩製で、3は1.19、4は2.39。

8は 安 山岩製 の打製石斧 である。片面は加工 されるが、裏面側 は未加工 であ る。重 さ156.49。

9・10・11は 握 るのに丁度良 い大 きさの細長 い 自然石 を用い、敲打器 として使用 したもの と思われる。

いずれ も使用の痕 跡は1ヶ 所 に とどまらない。

(2)遺 構外 出土石器

1・2と もにやや大型 の石鍛であ る。

1は 安 山岩製の もので舌部が欠損す るが、剥離はこまか く整 ってお り、縁辺 は鋸歯状になっている。長 さ

4.6cm、 重 さ3.9g。

2は 黒曜石 製で、若干幅広な形状 の基部 をもつ。剥離は全体 に整 っている。長 さ4 .3cm、 重 さ1.89。

5・6は ともに石鍛の未製品である。5は 黒曜石製で重 さ1.99。6は 安 山岩製で重 さ2 .79。

7は 安 山岩製の打製石斧 である。重 さ58.49。
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図30弥 生 土 器 実 測 図210～141:415～3513
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図31弥 生 時 代 の 石 器1～61:1
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第7章 平 安 時 代

1遺 構

A竪 穴住 居 祉

竪穴住居趾 はH13号 か らH31号 までの19棟 が検出 されている。住居趾 は2～3棟 が一群 とな って調査地

全体 に散在す る。重複 してい るのはH19とH20号 住居趾 だけである。

(1)H13号 住居趾(図32)

29A.B-7区 にあ りH15・16号 住居吐 に近接 して いる。南北3・5m× 東西4・5mの 長方形 プランで・4

本の主柱 穴を もつ。主柱 穴は壁 に接 して ある。壁はゆるやかな カー ブで立 ちあが る・床 は黄色粘 質土層 ま

で掘 り下 げ られ、か た く締 っている・

カマ ドは北辺 の西端 に石で構 築 されている。北壁 より突 出 して いるこ とが特色で・主柱 穴の位置 と対応

している。石 は20～30cm角 のほぼ長 方体 の石 をそろえて使 ってお り、割 った り加工 した りした石 はない・

カマ ド焚 き口は南側 のやや間 口の広い部分 で、5個 の石 を両側 に据 えて幅40cm・ 奥行30cmの 空間 を作 り中

央に細長 い石 を立てて支柱 としている。支柱 の南の床は赤 く焼けてお りまた・埋土 には炭や 焼土があ り・

ここで火 を焚 いたこ とがわかる。北 に延びてい る所 は煙道 と考 え られ、石 は一段高 く据 えられてい る・煙

道の底は黒色土 である。石 の頂部 は表土 に突出 していたので上に蓋石等 の施設があったか どうか不明・ カ

マ ドの焚 き口には杯 ・甕な どが集中 していたが、甕 はそのまま押 しつぶ されたような恰好では な く小片が

散乱 し、一個体 に復 元で きるものはなか った。

住居趾の埋 土は 自然堆積 の状態で、遺物 の出土は 多 くない。P5の 西で床面 よ り5cm程 の厚 さで焼土が

認め られたが、 そこの床 は焼け てお らず 、二次的な もの と思 われる・

(2)H14号 住居趾(図33

241_10.11区 にあ り、平成 元年 の調 査で検 出され た一.辺2.9mの 小型住居趾H12号 住居:趾:と近接 して

いる。住居 内 と住居外へ 延び る溝 をもつ特色がある。南北3・1m× 東西3・6mの 長方形プ ランで・確 認面か

らの深、さは10cmと 浅 い。西辺に3か 所大型の ピッ トが あるが、埋 土に焼土や炭そ して土器片 を多 く含んで

いた り対応す る位 置に同様の ピッ トがないこ とか ら柱 穴 とは考 えに くい。

カマ ドは北東隅に石組 みで構築 されていた もの と推定 され るが、石 組みは原形 をとどめてい ない。 カマ

ド周辺 には甕 ・杯が集中 してあった。床 面は他の竪穴住居趾 に比べ軟かい。

住居 内の溝 は周溝的ではな く、カマ ドか ら中央へ向 う一本 とP1か ら焼土3へ 向か う一本が 中央で連結

す る。溝の深 さは床面か ら約10cmだ が 、カヤ ドか ら中央へ 向か って、焼土3か らP1へ 向か ってゆ るやか

に傾斜す る。

北辺の カマ ド寄 りの ところか ら北へ延び る溝は住居 と一一体 の もの と考 えている・深 さは約15cmで ・住居

か ら外へ向か って深 くなる。排水溝 と考 えてお く。

遺物 はカマ ド周辺 、焼土2・3、P1～P3な どか ら主 に出土 しているほかは・小片が散在す る程度 で

ある。

(3)H15号 住居趾(図34)

28T-16区 にあ り、H13・16号 住居趾 と近接す る。南比3.3m× 東西3・4mの 略正方形プ ランで・深 さは

東壁で26cm。 壁 の立 ちあが りはH13号 住居趾 に比べ垂直に近 い。床 は黄色粘質土 まで掘 り込まれているが・
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西 端近 くでは漸移層 が床 となっている。主柱穴はP3・P6が 候補 となるが根拠は弱い。床 は壁 ぎわ とカ

マ ド周辺 以外は堅 く締 っている。

カマ ドは北辺東寄 りに石組みで構築 されて いる。残 りは良 い方だが、 カマ ドに使 われた と思 われ る石が

6個 カマ ドの南 にあったので もとは よ り多 くの石 で構築 されて いたのであろ う。残 りの状態 では東 ・西辺

とも2個 の石 を立て て壁 とし、 中央奥に支柱 を立てている。使用 されてい る石 は加工品でな く適当な石 を

選んで使:っている。支柱の南の床 は よ く焼けている。 カマ ドの北は少 し くぼめ られ煙出 しとしてい る。カ

マ ド内および南には遺物が集中 していた。遺物 はほか にP2か らまとまって出土 している以 外は小 片が散

在的に出土 してい る程 度で ある。

(4)H16号 住居趾(図34)

小型 なが らしっか りした住居趾 である。28T-19区 にあ り、H13・15号 住居趾 に近接す る。南北2.2m

×東西2.6mの 長方形プ ランで、壁 の立 ちあが りはゆ るや かである。主柱 穴は2本 で(P1・P3)長 軸の

中央 に壁 に接 してか る。床 は堅 く締 まっている。

カマ ドは南辺東隅に石組み で:構築 されて いる。石組 みは東辺のみ残 る。支柱 は他に比べ大 型の石である。

規模 は支柱 を中心 に推定す ると幅約50cm、 奥行 き約60cmと 他の住居趾例 と同 じであ る。支柱 の手 前の床 は

よ く焼けて いる。遺物 はカマ ド内には少 な く、南接す るP2よ り多 く出土 した。 また住居 内か らも灰粕 陶

器壺 ・小壷な どの遺物 が多 く出土 してい る。

当住居趾 は床 面積3畳 弱 とご く小型なが ら生活 の痕跡が各所 に認め られ る。住居 にまちが いない。

(5)H17号 住居趾(図35)

23Q・R-1・2区 にある。 カマ ドか ら多量 の土器が出土 した。南北3.9m× 東西3 .6mの 長 方形プラン

で 、壁の立 ちあが りはゆ るや かであ る。床 はカマ ド周辺 と壁 ぎわをのぞ き壁 く締 ってい る。埋土 は 自然堆

積の状 況で、埋土 中には遺物は少 ない。 ピッ トは幾つかあるが主柱 穴 と推定 できるものはない。

カマ ドは南辺東隅に石 組みで構築 されている。石組 みは残 りが良い。東に3個 、西 に4個 の20cm角 の石

を据えて壁 としてい るが、石 は小ぶ りで扁平でない。中央やや 奥に支柱 を立て るが、他の住居趾例 に比べ

支柱の幅 が広 い。 カマ ドの規模 は幅 ・奥行 きともに約60cm。 このカマ ドの特色は完形 ないしそれに近 く復

元 された土器が 多 く出土 したこ とと、支 柱の手 前に石がかぶっていたこ とである。甕 は大破 片が多 く、そ

の場 で壊 したような恰好 であった。 また底部 に墨書の ある略完形の杯がカマ ドの東か ら伏せ た状態 で出土

している。

(6)H18号 住居趾(図35)

23N-4区 にあ り、調査地外へ 続 く。南北3.2m。 土層観察 で掘 り込み面が黒色土 中であるこ と。 深 さ

が43cmで あ ることが確認 された。床 は地 山で も一J段とか たい:黄色粘 質土 まで掘 り込 まれ 、また堅 く締 って

いた。埋 土は 自然堆積 の様相 で、埋土か らは ご く少量遺物が出土 している。東壁 ぎわに長楕 円形の浅 い ピ

ッ トがあ る。主柱穴はみあた らない。

(7)H19号 住居趾(図36)

23Q-6区 にあ り、H20号 住居趾 を切 り、H21号 住居趾 ・SB8に 近接す る。 また、調査地外だが東隣i

のR-7区 で地主の中原英吉氏がかつて焼石 と土器 を掘 り出 してお り、竪穴住居趾 の存在が予想 され る。

住居 内に柱穴が 多い。南北3.8m× 東西3.8mの 方形プ ランで、壁の立ちあが りはゆるやかであ る。直径 が

小 さいなが らも深い ピッ トが北辺 をのぞいて壁 ぎわにめ ぐってい るが、それ らが主柱穴であ ろう。まず東

辺ではP9とP1の 北端柱穴が深 さ40cm以 上で候補 とな り、南辺では同様にP13・16が あた る。西辺 では

P5とP23が 相 当す る。つ ま り東 ・南 ・西の3辺 に2個 ずつの主柱穴が想定で きる。隅のP7・P11・P

12は 深 さ約30cmで 、主柱穴の補助 的な柱 であろうか。北辺はP6とP27が 候補 としてあげ られ よう。P10
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は貼床がかぶ り、床構築時 に埋め られた ことが わか る。方形プ ランのP2・12・15・26な どは、北 隣の掘

立柱建物趾SB8の 柱 穴 と形状が よ く似 てい る。

床 は黄色粘 質土 まで掘 りくぼめ られ、堅 く締 っている。

カマ ドは北辺東寄 りに石組み で構築 されてい る。西壁 は石が1個 しか残 ってお らずその石 も動 いた形跡

があ る。西隣1のP3に カマ ドに使用 した と推定 され る石が転落 してい る。東壁は20～30cm角 の石 を4個 、

焚 き口か ら奥へ向 って高 くな るよ うに立て並べ てい る。中央 に支柱 が立つ。規模 は幅推定50cm、 奥行 き80

cmと 他 の例 に比べやや 細長 い。遺物 はカマ ド内に甕 が大破片 で2個 体分以上 あったほか、東隣のP8周 辺

か ら灰粕 陶器広 口壼の 口頸部や 、黒色土器小型杯完形品が 出土 してい る。 また、住居趾上面 の黒色土 中か

らも小片が多 く出土 してい る。P20は 住居趾 と方向が同一 で、住居趾 に伴 うもの と考えている。埋土 は黒

色土 に黄色粘 質土 ブロックが混 じった土 で、住居趾 の埋土 に切 られてい る。 しか しP10の よ うに上面 に貼

り床 はない。出土遺物 は、住居趾埋 土には散在 したが、P20か らはほ とん ど出ない。

なお、当住居趾 を中心 とす るQ-4～7区 はふ いご羽 口 ・鉄澤が集中 して出土 してお り、鍛冶 の存在が

推定 される。

(8)H20号 住 居趾(図36)

23P・Q-6区 にあ りH19号 住居趾 に切 られている。確認面か らの深 さは5cm未 満 と浅 い。南辺 および

東辺の一部 は壁 を検出 しているが 、他は貼床 の範囲 と遺物の分布か ら推定 している。その推定 による と南

北2.7m× 東西3.3mの 長方形 プラン とな る。床 は黄色粘質土まで掘 り込 まれてお らず、黄色粘質土塊 を含

む黒色土 を叩 き締めて貼床 としている。P1・P2が 主柱穴の候補 となるが根拠 は弱い。遺物 は上面黒色

土 中 と床 面上 よ り少量出土 している。

(9)H21号 住居趾:(図39)

23P・Q-7・8区 にあ り、SB8と 重複す る。S・B8と の切 り合 い関係 は確かめ られていない。2

本柱の浅い住居肚 で、西辺は確 認 していない。主柱 穴を中心に西辺 を推定すれば、南北2.5m× 東西3.Om

の長方形プ ランとなる。床 は高位 の東側 では黄色粘質土 まで掘 り下 げ られているが 、西側 はおそ らく黒色

土が床であ った と考 え られ る。主柱 穴は壁 に外接 してあ り外側が深 くなっている。つ ま り柱 は壁 の外側に

立つ。

カマ ドは南辺の東端 に石組みで構築 され ている。残 りは良い。側壁 は東西 とも30cm角 の石 を立 て、奥壁

は15cm～20cm角 のひ とまわ り小 さい石 を並べてい る。中央奥寄 りに支柱 を立てる。規模 は幅50cm、 奥行 き

70cm。 特色は大 きな板石が2枚 かぶせ られていることだ。板石の下に甕 を主体 とす る土器 が集 中 していた

が、完形 に復元で きる個体 はない。焚 きロの北に接 して浅 いピッ トP3が あるが 、P3か らは焼土や炭が

出土 した ものの遺物の出土 は少 ない。

⑩H22号 住居趾(図37・38)

今年度調査 では最 も大型 の住居趾 で出土遺物 も多い。230・P-12・13区 にあ りH13号 住居趾 ・SB9

に近接す る。 プランは南東 隅がややいびつ な長方形で、南北5.Om× 東西4.Omを はか る。主柱 穴は柱穴の

深 さ ・位 置な どか らP6～8・13・14・16・17・33・39と 考 え られ る。中でもP15・16・33・39が 中心柱

であ ろう。他 に も西壁 ぎわのP2・18・19・27・29～31や 、P26は 重要 な もの と思 われ る。床 は東南隅の

P12か らP33に 至 る一角 をのぞ き、平坦 で堅 く締 まっている。壁の立ちあが りは垂直に近 い。

特色は周囲に方形の ピッ トがめ ぐることだ。P3～5・20・32・40で 、P41・37が 加われば一周す る。

土層観察ではP14は 住居趾埋土 を切 り、P20で は住居趾埋土 に切 られ るよ うに観察 されたが、切 り合 い部

分が少な くどち らともい えない。 ピッ トの形状や位置な どか ら___.連の もの と考えたい。用途 は今 の ところ

わか らないが、P37は 一連の もの とすれば柱穴 であろう。
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もう___.つの形態上 の特色は南辺の中央が住居 内に突 出してい ることだ。p36は 埋土が他 とずいぶん異 な

るので住居趾 以前の穴 と考 えれば、主柱穴P33・39の 間が住居 内に突出す るこ ととな る。そ して この突出

部は内にゆ る く傾斜 す る。あ るいは入口か。

カマ ドは原形 を とどめていないが、お そ らく石組みで、焼け石 の集 中 して あった東辺南寄 りP25付 近 に

構築 されて いた もの と推察 され る。出土 した焼け石 は カマ ド壁体 に格好の ものや支柱 と考 え られる もので

ある。

P1は 焼土や炭 を多量に含む ピッ トで、上層 よ り遺物 の出土 は多か ったが、下層 よ り完形の杯類が ま と

まって出土 した(図38)。 住居廃棄 時の祭祀 跡か。 しか し杯類 は置 き並べ られてはいない し、完 形 品 のみで

はない。

出土遺物は量お よび種類 とも豊富 で、石 製丸靹 ・軽石 などが あ り、杯 は100個 以上 を数 え る。

G1)H23号 住居吐(図40)

23N・0-13・14区 にあ り、H22号 住居趾 ・SB9に 近接す る。西壁 は調査地外へ延 びるが 、柱 穴 よ り

推定すれば、南北3.7m× 東西推定4.1mの 長方形 プラン とな る。東西隅に接 して方形の浅 い土坑がある,,a

住居趾 に伴 うものか はわか らない。 その土坑 の接す る住居趾 東南角 は住居 内に 「L」 形 に入り込んで いる。

主柱穴はP3～6の4本 だが 、全体 に南 に寄 っている。床 は東南 隅の一部 をのぞ き堅 く締 っている。壁

の立 ちあが りは垂直 に近 い。

カマ ドは焼床や焼土 のある東南隅に構築 され ていたもの と推定 され、住居内よ りカマ ドに使われた と思

われ る石 が数個 出土 しているので、石組み のカマ ドと考え られる。

P1お よびその南か ら完形 ない し略完形の杯が6個 と・甕が大破片で出土 して いる。 またカマ ドに使 わ

れていた と思 われる石が 出土 している。石の うちP1とP2の 間 にあ る大型 の ものは置か れた ような恰好

であった。H22号 住居趾 同様に住居廃棄時の祭祀 跡か。

P2は 上 面に貼 り床が あ り、埋土 は住居趾埋 土 と変 わ らない黒色土で、'遺物 も出土 している。形態がP

1と よ く似 てお り、P1の 前身 とも考 えられ る。

遺物はP1に 集 中 して いた他 は、小片が少量散在 していた。

(i2)H24号 住居吐(図41)

230・P-17・18区 にあ り、H25・26号 住居趾 に近接す る。南北3.7m× 東西4.Omの 長方形プ ランで、

東南隅がやや丸 くな る。検 出面か らの掘 り込 みは浅 く、西辺 は検 出 して いない。

住居 内には主柱穴 と考 え られるピッ トはない。床は カマ ド推定位置以外は堅 く締 っている。

カマ ドは、焼床 のあ る北辺西端 に構築 されていた と思われ、住居 内か らカマ ドに使用 された と推定 され

る石が 出土 してい るので、おそ らく石 組みであった と考 えている。

遺物 は散在的に少量 出土 しているが、中に鉄澤1片 がある。

㈹H25号 住居埴(図41)

230・P-18区 にあ りH24・26号 住居趾 に近接す る。南北3.6m× 東西3.5mの 略正方形プ ランで、東南

隅がやや張 り出 している。検 出面か らの掘 り込みは浅 い。床はP5・P7・P8・P10に 囲 まれた中央の

みが堅 く締 っていた。

主柱穴は形状 ・深 さなどか らP8・9・2・12が 候補 としてあげ られ る。P8とP9が 棟 を支 え る柱 で

あろ う。

P1か らは完形 の圷2個 が正位 で重ねた状 態で出土 した。下 の杯 には 「本」 と読め る墨書 がある。

(14)H26号 住居趾(図42)

23P-19・20区 にあ りH24・25号 住居趾 に近接す る。本住居趾 は掘 り込 みの肩は検 出 してお らず、貼床
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の範囲 と焼土 を含む ピッ ト、柱穴 などか ら範囲 を推定 した・

主柱穴はP8とP11で 、H13号 住居趾の ように4本 柱 が壁 に接 してあ る形 と推定 した・P1・P2～6・

P15・16、P19～22は 焼土 を多 く含 んだ ピッ トで、埋 土は似 ている。P1か らはカマ ドに使用 した と思わ

れる石が出土 している。 この焼土 を含む ピ ッ トを囲む形で住居 を推定 した・南北はおよそ4m程 とな る・

遺物は焼土 を含む ピ ッ トか ら主 として出土 しているが量は両掌に2杯 分 と少 な く・完形 に復元で きるも

のはない。

㈹H27号 住居趾(図42)

180-2区 にあ り、H28号 住居趾に近接す る。南北3.6m× 東西3.2mの やや 台形に近 いプランで・畑 の耕

作が漸移層 までお よび検出面か らの掘 り込みは ご く浅 い。主柱穴 と思われ るピッ トはない・床 は中央 のみ

が堅 く締 っている。

カマ ドは焼床 のある南辺西隅にあった もの と思われ る。

遺物 はP1か らまとまって 出土 した他 はご く少 ない。黒色土器片 口鉢 が出土 している・

㈹H28号 住 居趾(図43)

180.P-3・4区 にあ りH28号 住居趾 に近接す る。掘 り込みは浅 く北辺は検 出 していない し西辺 は畑

の掩 乱で切 られ ている。北辺 は東辺北端がやや 曲が り始めてい ることや 、貼床の範 囲などか ら図の点線の

位置に求めた。そ うす る と南北3.Om× 東西3.Om以 上 の長方形プ ランに復元 できる

主柱穴はP8とP11が 候補 であるが 、いずれに して も棟持柱2本 の構造 となる。

カマ ドは焼土が多 く出土 したP3と 思 われ東辺南寄 りに推定 され る。

遺物 はP3を 中心 に出土 してい るが少 ない。

G7)H29号 住居趾(図43)

18P-9区 にある。掘 り込みが浅 く南辺 と東辺の ご く一部が確認 された他 は、貼床や 焼土か ら北辺 を推

定 した。西辺 は撹 乱で切 られている。そ うす る と南北3.6m× 東西3.5m以 上 となる。

主柱 穴はP4とP5が 候補 だが根拠は弱い。カマ ドは焼土の細長 くあった東辺北寄 りに推定 され る。遺

物の出土は少 ない。

G8)H30号 住居趾(図44)

周溝 と排水溝 をもつ。上野丘陵北端 の8区 にあ り、標高311.5mの 所 にあた る。従来は上 野B遺 跡 とし

てお り発掘作業中はB-SIO1と 命名 していたが、今報告 では通 し番号 でH30号 住居趾 とした・

住居趾 は南北2.6m× 東西3.3mの 小型隅丸長方形プランで、畑の耕作 のため検 出面か らの掘 り込 みは浅

い。壁 ぎわに周溝がめ ぐり(溝1)、 溝1に 連続 して住居 内か ら住居外へ長 く延び る溝(溝2)が あ る。溝1

は溝2に 向か って深 くな り、溝2は 外へ深 くなる;ので排水溝の役 目もあったこ とは まちが いない・床 は他

の住居に比べ堅 さが軟 らかい。

主柱穴はP1～P4の4本 で、壁 に接 している。柱穴の深 さは浅い。

カマ ドは東北 隅の焼土お よび土器が集 中していた所に推定 される。

遺物は カマ ド以外の出土は 多 くない。

なお 当地点は発掘 中 も地山か らに じみ 出る湧水 があ り溝2西 端 は常に冠水 していた。

(19)H31号 住居趾(図44)

8'区H30号 住居趾 の北20mの 所にあ り、西半分 を検 出 した。東部 は調査地外へ続 く。掘 り込みは浅い・

南北2.8m× 東西1.4m以 上の方形プラ ンの小型住居趾 と推定 され る。北辺に沿って周溝 らしき落 ち込みが

あ り、柱穴 は西辺に並 ぶ。出土遺物は少ない。
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B掘 立柱建物吐

掘立柱建物趾 の柱穴 と思 われ るピッ トは数 多 くあったが、建 物 として まとめ られたのは2棟 であ る。遺

構番号 は掘立柱建物趾 は年代 を特定す るこ とがむずか しいことか ら、時代 を問 わず通番 としてい る。.

(1)SB8(図46)

23Q-7・8区 にあ りH21号 住居趾 と重複す るが 、切 り合 い関係 は確かめ られていない。南北棟 の小型

の建物で、南北2間(約4.5m)× 東西2間(約3,6m)で ある。 柱 間寸法は北側柱列が東か ら1.74m・1.94m、

南側柱列 が東か ら1.96m・1.52m、 東側柱列が北か ら2。26m・2,42m、 西側柱列が北か ら1.90m・2,36m

と不ぞ ろいである。 また南側柱 列中央 の柱穴は外にやや ずれている。柱穴掘形は、一辺30～40cmの 方形 な

い し長方形 プランで 、柱痕跡の残 るものをみれば柱は直径15cm程 に推定 され る。

(2)SB9(図46)

230一 一11区にあ り、H22号 住居趾 に近接す る。小 型の東西棟の建物で、東西2間(約4.1m)× 南北1間

(1.56m)で ある。柱間寸法は北側柱列が東か ら2.12m・2.02m、 南側柱列 が東か ら2,0m・2,08mで ある。

柱穴掘 形は直径30～40cmの 円形プランで、両端の柱 穴が より深 い。

C土 拡墓 ・木棺 墓

墓 と推定 され る土拡が2基 検 出され てお り、 これまでの例 とあ わせ て6例 となった。

(1)SK32(図45)

23Q一 一9区 にある。2段 墓;拡で、上段は東西2.5m× 南北1.6mの 長方形 プラン、下段は東西2,35m× 南

北0,95mの 長方形プ ランで、上段 と主軸 をやや ず らして掘 り込 まれている。;拡底 の幅 は丘陵高位側の東が

0.84m、 低位の西がO,74mと 東が広 い。東が頭位か。深 さは0,8m。 土層観察か ら黄色粘質土 と黒色土の

混土が上 ・下段 ともに埋 め戻 され、木棺が腐蝕 し陥没 した後に黒色土が堆積 したこ とがわか る。

遺物 は灰粕 陶器の完形の椀が 中央西寄 りの拡底か ら、正位 で置かれ ていた ものが土圧でつ ぶれた ような

状態で出土 して いる。ほかに棺 に使用 された と考 えられ る鉄釘 が1本 出土 している。釘には木 質が1.5cm

の厚 さで鏡着 してい るので板材 の厚 さの 目安 となるが、1.5cmで は薄す ぎるような気がす る。 また出土数

は1本 だが本来は もっ と多 く使用 されていたの であ ろう。

本土絋 は形態や 釘の出土か ら木棺墓 と考 え られ るが、 よ く似 た例が南隣の大倉崎遺跡か らみつか ってい

る。

(2)SK49(図45)

18P-5区 にあ る。南北1.75m× 東西0.65mの 長方形 プランで、深 さは検 出面か ら35cm。 砿底の幅は北

が52cm、 南が40cmと 北が広 い。北は丘陵低位である。遺物は黒色土器杯完形品が南隅か ら出土 してい るほ

かに、黒色土器杯3分 の1片 が中央上層か ら出土 している。

本土拡は今 の ところ土拡墓 と考 えている。
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図32、H13号 住 居 趾1:40

-55一

カ マ ド1:30



図33H14号 住 居 趾1:40
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図34H15・16号 住 居:趾:

一57一

1:40カ マ ド1:30



図35H17・18号 住 居 趾1:40カ マ ド1:30
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図36H19・20号 住 居 趾1:40カ マ ド1:30
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図37H22号 住 居 趾1:40
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図38H22号 住 居±止1:40

-61一

カ マ ド1:30



図39H21号 住 居趾1:40カ マ ド1:30
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図40H23号 住 居 趾1:40カ マ ド1:30
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図41H24・25号 住 居 趾1:40
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図42H26・27号 住 居 肚1:40
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図43H28・29号 住 居趾1:40
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図44H30・31号 住 居 趾1:40
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図45土 拡 墓 ・木 棺 墓1:40
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図46掘 立 柱建物1:80

3表 平安 時代竪 穴住居趾 ・掘立柱建物趾 柱穴一一覧表(床 か らの深さ:単 位はcm)

H13住 4

5

6

20

18

13

10

6

25

No. 直 径 深 さ 備 考

P1

2

3

4

5

6

7

8

30

30

40

30

45

80

25

15

50

35

47

54

12

38

9

11

底に石

2段

H16住

1

2

3

4

20

90×50

18

16

42

14

44

16

カマ ド北隣

H17住

1

2

3

4

5

6

7

8

9

50

30

35

16

22

20

16

14

22

20

16

14

8

6

11

8

14

7

カマ ド周辺

11

11

11

//

//

H14住

1

2

3

4

5

6

7

8

80

60

58

28

25

23

18

20

40

40

40

23

9

27

15

32

焼土 ・炭 多 し

11

11

H18住
.L七!一 「tTf/,

H15住 1140×90 13楕 円形

-
⊥

9臼

00

52

60

20

30

27

26

2段 方形

H19住

1

2

25^一40

40一 一一60

16-40

10.27

複数

3個 重複
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No. 直 径 深 さ 備 考 H22住

3 90×110 23 石転落 1 120 30 完形杯等出土

4 32 18 方形 2 20 40

5 25 42 3 60 20 方形

6 25 26 4 60 20

7 15 23 5 60 18

8 25 19 6 15 30

9 25 40 7 20 20

10 60×80 18 貼床かぶる 8 16 15

11 25 30 9 25 10

12 40 13 方形 10 10 20

13 16 50 11 18 10

14 26 34 12 14 20

15 40 20 方形 13 18 43

16 20 40 14 15 45

17 30 16一 一一23 3個 連続 15 25 12

18 35 33 16 18 50

19 42 21 1? 20 57

20 x.50×70 21 1$ 16 33

21 50 18 19 20 20

22 32 32 20 60 23 方形

23
一

30 41 21 50 26

24 34 34 0 22 45 20

25 28 29 23 44 36
'26
56×65 22 方形 24 18 36

27 30 32 25 70 20 1

28 28 15 26 32×45 42

29 20 11 27
N
10 15

蝿

30 40 20 2$ 85×105 38 炭多く出土

31 25 10 29 16 20

H20住 30 16 14

1 45 22 31 14 1g

2 30 20 32 35×75 17 隅丸方形

3 28 10 33 30 51

4 27 7 34 18 10

H21住 35 18 10

1 36 33 36 80×160 20

2 25 33 37 30 40

3 50×32 15 38 20 14
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No. 直 径 深 さ 備 考 7 25 30 同上P3

39 22 52 8 25 45 11

40 50 24 方形 9 24 8

41 60 22 10 100×40 10

42 65 32 11 24 40

H23住 12 20 15

1 60×107 30 杯完形品出土 13 40×70 30

2 60×75 20 上面貼床 14 20 10

3 50 42 2段 15 25 23 遺物番号 焼土3

4 50 32 16 30 20 //

5 27 30 17 15 15

6 20 16 18 15 16

7 20 14 19 170×100 25 遺物番号 焼土2

H24住 20 20 15 ii

1 75×44 15 21 24 22 〃

2 58×45 23 石出土 22 28 34 11

3 30 22 H27住

H25住 1 100×65 20

1 50 22 完形杯2重 2 45×55 20

2 26 43 3 70 30

3 25 28 4 35 5' 方形

4 60 54 2段 5 30 12

5 24 10 6 20 15

6 20 25 7 30 20

7 25 10 8 34 15 方形

8 36 40 2段 9 25 37

9 40 30 10 25 15

10 24 20 H28住

11 20 37 1 90 32

12 22 38 2 45 21

13 30 35 3 80×95 12 焼土多含 カマ ドか

14 24 10 4 60×80 20

H26住 5 30 27

1 150×100 20 6 25 20

2 90×70 17 遺物番号 焼土1 7 35×45 20

3 55 30 11 8 35 40

4 80×170 12 11 9 25×50 35

5 36 14 11 10 24×40 20

6 30 20 Il 11 25 30
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No. 直 径 深 さ 備 考 9 23 15

12

13

14

35×45

40×50

30×50

18

23

22

H30住

1

2

3

4

5

6

22

30

25

28

25

25

10

15

18

12

13

11

H29住

1

2

3

4

5

6

7

8

50

40×60

60

27

25

12

20

16

21

14

19

12

18

5

24

9

H31住

1

2

3

4

30

28

30

25

38

34

45

20

2遺 物

A竪 穴住 居吐 出土 土器(表4図47～57)

く　 ユ　

(1)H13号 住居吐 出土土器(図47)

黒色土器杯 ・皿、土 師・器杯 ・甕 、須恵器甕 、灰粕 陶器瓶があ る。

黒色土器杯は体部が 内湾 し深い形態の もの(1・3～5)と 、体部が開 き浅 い もの(2・6・7)が ある。

底部の調 整は5を の ぞいてすべ てロ クロ糸切 り痕 が残 る。5は 内外面 ともヘ ラ ミガキ され黒色処理 されて

いる珍 らしい ものであ る。

黒色土器皿(8)は 口縁部小 片だが 、高台のつ くもの と思われ る。

土師器杯(9)は 、 口径約11cmの 小型品で、焼 きの悪 い須恵器 か もしれ ない。

10は 土師器小型甕 で、P6か ら約3分 の2個 体分が出土 した。外面に煤 が多量 に付着 してい る。

土 師器甕(11～16)は 口径20cm～24cm、 器高推定25cm程 の もので、 口縁端部がやや 内傾す るもの(11～

13)と 平坦 ない し丸 くお さめ る もの(14～16)が ある。内傾す る ものは越後型 といわれ るが 、典型 的な越

後型(166・258・262な ど)と は異な りシャー プではない。

17は 須恵器の甕体部片 で、内面に細か いハケが施 されている。

ほかに図示 していないが、灰粕 陶器瓶の肩部小 片が1点 出土 している。

(2)H14号 住居±th出土土器(図48)

黒色土器杯 ・甕、土師器甕 、灰粕 陶器椀がある。黒色土器杯の底部調 整はいずれ も糸切 り痕 をそのまま

残 してい る。土師器甕iは小型 品(21・22)と 中型 品(23～27)が ある。確かめ られ る限 りでは、小型 品の

底は平底 、中型品は丸底 である。胴下半の調整 はケズ リを加 える もの(23・26)と 加 えない もの(27)が

あ り、胴部片 をみ るとケズ リを加 えるものがやや 多い。口縁端部はいわゆる越後型はない。

(3)H15号 住居趾 出土土器(図48)

黒色土器杯 ・鉢 、土 師器杯 ・甕 がある。黒色土器杯 は図示 した ものは3点 だが、13個 体 以上 あ る。28は

大型の杯で 口縁部 に油煤が付 く6大 型 品で も灯明用 に使用 されている。底部 の調整は1点 のみヘ ラケズ リ

が あるが、5点 は糸切 ワ痕 をそあまま残す。
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38は 黒色土器の鉢 で 口縁端部が肥厚 して内傾す る珍 らしいものであ る。

土師器 杯は図示 していないが2点 あ り、形態は黒色土器杯に等 しい。甕 は小型 品が2点 中型 品が6点 あ

る。中型品の胴下半の調 整はケズ リとナデであ る。不思議 なこ とに甕 の底部 片が 出土 していない・

(4)H16号 住居趾 出土土器(図49)

黒色土器杯、土師器甕 、灰粕 陶器椀 ・瓶 ・小壷 がある。

黒色土器杯は全形 のわか るものはないが 、体部が強 く内湾 して深 い ものはない。 しか し底部調 整はヘ ラ

ヶズ リ3、 糸切 り痕残 る もの3で ヘ ラケズ リの割合が高い。

灰粕 陶器椀(46)は 高台の断面形が三 ヶ月状 でなく、また見込みと高台端に直接重ねて焼いた痕 がのこる・

瓶(47)も 底部片で内底 に灰粕が厚 く付着 する。小壷(48)は 頸 より上が ないだけの もので外面の灰粕 は ご く

うすい。・

(5)H17号 住居趾出土土器(図49・50)

カマ ドか ら多量の土器が出土 した。黒色土器 杯 ・皿 、土師器甕 、須恵器甕があ る。

黒色土器杯は16個 体以上 あ り、形態 も多種あ る。深 く古相 を呈す るもの(50・51な ど)や 、体 部が強 く

内湾す るもの(52)が 目立つ。底部 の調整はヘ ラケズ リ7点 、糸切 り痕 が残 るもの6点 とヘ ラケズ リの割

合が高 い。皿はいずれ も高台付の ものである。

土師器甕は小 型品(63～66)と 中型品(67～73)が あ り、中型品は完形に復元で きた ものをは じめ 、完

形近 くに復元で きる破 片数が ある。中型品はいずれ も胴上半 は横ナデ、胴下半 は縦のヘ ラケズ リのの ちナ

デ を加 えている。 ちなみに67～69の 容量はいずれ も頸 よ り下 で、約5.%(2.9升)と なる。72・73は 口縁

端部が内側へ折 り返 され肥厚す る ものであ る。

74・75は 須 恵器甕体部 片でいずれ も底近 くの破片であ る。

(6)H18号 住居趾出土土器(図50)・

土器出土量 は少 な く両手一杯程 である。黒色土器杯 と土師器甕小 片が ある。

黒色土器杯 は2点 あ り、76は 略完形 品で黒色が うす い。底部調整 は糸切 りとヘ ラケ ズ リが1点 ずつ であ

る。

(7)H19号 住居趾 出土土器(図51)

黒色土器杯 ・皿 ・鉢 、土師器甕 ・鉢 、須 恵器杯、灰粕陶器椀 ・瓶 がある。

黒色土器杯は大型品(78・79)と 普通 の もの(80～84他)、 小型品(85)が あ る。87は 須恵器杯 の形態

を模倣 した ものか。底部 の調整は図示 した もの以外 も含め て、ロクロケズ リ3、 ヘ ラケズ リ9、 ヘ ラケズ
'リか らヘ ラ ミガキ1、 ロ クロ糸切 り痕 が残 る もの14と 、ケズ リ等の調 整 を加 えている ものの割合が高 い。

土師器甕 は表 ・図示 した ものの他3～4個 体 ある。基本 的な形態 ・調 整はよ く似 ている。

土師器鉢(102)は 内湾す る形態 の もので珍 らしい。

灰粕 陶器椀(104)は ハケ塗 りと思 われ るもので、見込みに磨痕が ある。墨は認め られず少 し赤 味がかる

ので、朱墨 を磨 ったのか もしれない。

(8)H20号 住居趾 出土土器(図52)

床面のみの検 出のため 出土量は少 ない。図示 したものでほぼすべ てであ る。黒色土器杯 、土師器 杯、甕

が ある。

土師器杯(108)は 形態が他の例 とやや異な り体部の内湾が弱い。土師器甕(113)は 口縁部が強 く外方に

開 くが 、小片なのでたまたまいびつな所が残 ってそこを実測 しているせ いか もしれない。

(9)H21号 住居趾 出土土器(図52)

黒色土器杯、土師器杯 ・甕が ある。いずれ もカマ ド周辺の出土 である。
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120は 底部 をのぞいて略完形 、119も 復元 しえなかったが約1個 体分の破片がある。 また図示 しなか った

が須 恵器杯に似 た土 師器杯 の口縁部片があ る。

⑩H22号 住居趾 出土土器(図52～54)

住居趾 北 ・東の覆土 中か ら多量 に出土 してい るほか、住居廃棄時の祭祀 土坑 と推 定 され るP1の 底 近

くか ら略完形の杯な どが まとまって 出土 してい る。石製丸靹 も当住居趾 か ら出土 して いる。

黒色土器杯 ・甕 ・鉢 、土師器杯 ・甕 ・壷 ・鍋 、須 恵器壷 ・瓶 ・甕 、灰粕 陶器椀 ・皿 ・瓶があ る。

黒色土器杯は40%以 上残 っているものが11個 体 あ るほか に約100個 体分 くらいの破片が出土 してい る。

図示 していない もので表示 した ものは 口縁部 片では約4分 の1周 以上残 っているもの、底部 片では底が 略

100%残 っている ものに限って いる。 杯の形態的には、体部が内湾 して深・い もの(121・126な ど)と 、体

部が直線的で開 き浅 い もの(136・141な ど)が あ り6:4ぐ らいの割 合で内湾す るものが多い。法量 は直

径15cm以 上の大型品 と、直径11～13cmの 中型品、直径10cm以 下の小型 品が あ り、中型品が最 も多い。 中に

は直径19cmを はかる ものや底部径8.5cmの 特大 の もの もある。底部調整は、 ロク『ロケズ リが1、 ヘ ラケ ズ

リが2点 あ るほかはすべ てロクロ糸切 り痕 をそのまま残す。高台の付 くものは3点 のみ である。

135に は墨書(「 万 」か)が ある。

土師器杯は量が少 ない。 図示 した3点 を含 め数個体であ る。

土師器甕 は破片数 は コンテナ約1個 分 あるが完形 に復元で きる ものは なかった。形態 は基本的には倒 卵

形の胴部に短 く外方 に開 く口縁部が付 くもの と思 われ るが、平底 の もの も少 しある と考 えられ る。 また中

には頸 の屈曲が弱い もの(155・163)も 含 まれ ている。調 整はロクロナデののち胴下半 を叩いてい るもの

(187・188)や 、ケズ るものが ある。内面はロクロに よるハ ケいわゆ るカキ・目を施す ものがあ る(152・153

な ど)。口縁端部 の形態 は内傾 す るもの(151・161な ど)と そ うでない ものが あるが、他 の点では両者 は等

しい。

166は 鍋 と考 え られ る もので 口縁端部が 内傾す る。171は 高 台付の壺 と思われるものである。須 恵器の模倣

品か。

須 恵器は、杯な どの食器は な く、すべて壺 ・甕類 である。甕は大 型品 と思 われ る胴部 片が あ り、 中には

紺色 に発色 した 自然粕 がかか る肩部 片 もある。

灰粕 陶器は椀 ・皿 ・瓶で、椀 は体部下半以下が施粕 され ないもので、漬け掛け と思 われ る ものである。

調整は いずれ も体部外面下半にロ グロケズ リ、外底 面をロクロケズ リないしロクロナ デ を施 して い る。

181は 直接重ね焼 き痕が見込み と高 台によ く残 る。182の 胎土は砂 を含 まず緻密 である。 これ らは猿投折戸

53号 窯式、東濃大原2号 窯式の古 い段階の もの と考 えられ る。181・182は 見込み に磨痕 があ るが墨痕 はな

い。

G1)H23号 住居趾 出土土器(図55)

住居廃棄時 の祭祀 土坑 と推定 され るP1か ら略完形の杯が まとまって出土 して いる。

黒色土器杯 、土師器杯 ・甕 、須 恵器瓶 ・甕 、灰粕陶器杯 ・皿 ・小壼 がある。

黒色土器杯 は体 部が内湾 し、底部に ロクロ糸切 り痕 が残る ものがほ とんどで、1点 のみ底部 をヘ ラケズ

リす るものが ある。土師器杯 は黒色土器 杯に比べて体 部が開 き浅い。

土師器甕 は完形に復 元で きる ものはな く小片が 多い。いずれ も形態が似て いるが、214は 大 きく開 く口縁

部 をもち特異であ る。胴下半 を叩 くもの(220)が ある。

灰粕 陶器は図示 した4点 のみ。218に は見込みに磨痕 がある。須恵器 は図示 していないが、瓶 ・大甕 の胴

部 片がある。

(12)H24号 住居趾 出土土器(図56)
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出土量 は少 な く両手2杯 程 である。黒色土器杯、土師器甕 、須 恵器四耳壷 がある・黒色土器杯は体部が

内湾す る。底部調整は1点 が・ロクロケズ リ、他 の5点 は ロクロ糸切 り痕が残 る・甕 の胴下半はヘ ラケ ズ リ

であ り、叩 きの破 片はみ られない。

㈹H25号 住居趾 出土土器(図56)

P1か ら完形の杯が2個 重な って出土 し、1点 は墨書が ある。

黒色土器杯 、土師器杯 ・甕 、須 恵器杯 ・.四耳壷が ある。

黒色土器 杯は口径の割 に底径が小 さ く浅 い ものが多い。224の 墨書は 「本」か。土師器甕 の胴下半 は平行

ないし格子 タタキが 目立つ。

須 恵器杯(230)は 焼成は須恵器 だが、形態 ・成形 ともに黒色土器 杯に等 しい・

(14)H26号 住居趾 出土土器(図56)

焼土坑P1～P6、P15・16、'P19よ り出土 した もの を本住居趾 出土 品 としている・ 出土量は両掌に3

杯程 である。

黒色土器杯 、土師器杯 ・甕 、須 恵器甕 、灰粕 陶・器椀が ある。黒色土器杯の底部調整はヘ ラケズ リが2・

ロクロ糸切 り痕が残 る ものが2点 である。

灰粕陶器椀 は見込 みに磨痕 があ り朱墨 の痕跡があ る。

㈹H27号 住居趾 出土土器(図56)

出土量 は両掌に2杯 程 と少 ない。黒色土器杯 ・鉢 、土師器甕 がある。黒色土器 杯は体 部が内湾 し底部 に

ロクロ糸切 り痕が残 るものである。鉢 は片 口の もので全形が うかがえる資料は始め てであ る。

㈹H28号 住居趾 出土土器(図57)

出土量は両 掌に2杯 程 と少ない。黒色土器杯、土 師器杯 ・甕があ る。黒色土器杯はいずれ も口径13cm程

の もので体 部が内湾す る。甕 は 口縁部 の開 きが大 きい。

⑰H29号 住居趾 出土土器(図57)

出土量 は両掌に1杯 程 とご く少ない。表 ・図示のほかに土師器甕胴部片が少量 ある。

㈹H30号 住居趾 出土土器(図57)

本住居趾 は上野丘陵の北端 の8区 にあ り、周溝 と排水溝 をもつ 。遺物は カマ ドか ら出土 している。黒色

土器杯、土師器甕 、須恵器杯がある。

土師器甕 は3個 体 あ りいずれ も完形 に近 く復元で きる破片があ る。ロ縁端部がやや異な る以外形態 ・調

整 とも同 じ。特色は他の住居趾 出土例 に比べ 器壁が ご くうす いことである。須恵器杯(257)は 砂 を含 み軟
'質である

。

㈹H31号 住居趾 出土土器(図57)

本住居趾、も8区 にあ り、約3分 の1を 検 出。 出土量は両 掌に1杯 程である。262の 甕 はH30号 住居趾258

とよ く似 てい る。263は 口縁部が長 い。

注1こ こでいう土器は土器 ・陶器の総称である。また杯 と椀については高台をもつ ものを椀 とする意見もあ

るが本報告では黒色土器 ・土師器については杯、灰粕陶器は椀 としておいた。また土師器 と黒色土器の区別につ

いても判然としない個体がある。

Bそ の 他の遺構 出土 土器(表4・ 図57)

(1)SK32出 土土器(図57)

木棺墓 の副葬 品であ る。灰粕陶器椀 の完形 品で胎土は緻密 である・形態 ・成形手法 な どか ら猿投黒笹90

号 窯式期 ・東濃光 ヶ丘1号 窯式期に あて られる。見込みに弱い磨痕があ る・
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(2)SK49出 土土器(図57)

土拡墓の副葬品であ る。253は 完形品、254は 残40%で 破片で出土 。254は 壊 してか ら納め られた もので

あろ う。 いずれ も深 い椀 形で底部 外面 をヘ ラケ ズ リす る。竪 穴住居趾 出土例 よ り古 式の ものであ る。

C線 刻 ・墨 書 土 器(図58)

ここでは線刻土器 と遺構 に伴 なわない墨書土器 をと りあげる。

1～6は 墨書土器 でいずれ も杯 の体部 に墨書 されている。3は 「人 」 と読 めそ うだが 、他 は判読不明。

1は 口縁部 までヘ ラケズ リされ る杯 に書かれているが 、文字 とい うよ り記号 に近 い感が ある。出土地点 を

みる といずれ も竪穴住居趾 の近 くである。

7・8は 線刻土器 で両方 とも竪 穴住居祉 出土 品である。、7は 黒色土器杯の底部 に 「× 」が細線で刻 まれ

ている。8は 甕 の胴部 に 「井 」が刻 まれている。

D鉄 製 品 ・ふ い ご羽 口 ・鉄 澤 ・石製 品(図58)

(1)鉄 製 品

刃器 ・棒状 品 ・釘が ある。11は 刀子様 の刃器 であるが、茎が斜 めに付 き、刃部 は直線部 である。

12は 木棺 の釘 である。角釘 で頭部 も四角 い。頭部に木質が1.7cmの 厚 さで銃 着 している。

13・14も 釘 で13は 断面形が隅丸方形、14は 四角 い。

(2)》 ヨ、し、ご芝】コロ

ふ いご羽 口は7点 あ り、出土地点はH19～21号 住居趾付近 に集 中す る。9・10は 大破片2点 で、推定復

元直径7.Ocm。 先端は溶変 して いる。

(3)鉄 潭

鉄澤は11点 あ り総重 量は575g。15・16は 大 きい2片 で、いわゆ る椀 形津 である。15が118g、16が135

g。 鉄津 の出土地点はふ いご羽 口と同様 、H19・20・21号 住居趾 を中心 とす る一角 に集 中 している。

(4)石 製品

丸靹 ・砥石 ・軽石 が ある。

17は 朝官 の帯飾であ る丸靹 でH22号 住居趾 よ り出土 、飯 山市内では初 の出土である。裏面に3か 所に装

着す るため の穿孔があ る。石 材は黒灰色の堆積岩系 で南る。幅4.2cm、 高 さ2.7cm、 厚 さ0.7cm。

18～20は 砥 石で、3点 とも破損品ではない。いずれ も四面 とも使用 されている。灰 白色で軟質。仕上 げ

砥 であろ う。

21は 軽石で一部欠損 してい る。灰 白色 を呈す る。浮子 であろ うか。
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図47平 安 時代 の土器1
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図48平 安 時代 の土器21:4
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図49 .平 安 時代 の土器314
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図50平 安 時代 の土器41413
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図51平 安時代の土器514
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図52平 安 時代の土器614

-82一



図53平 安 時代 の土器714
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図54平 安 時代 の土器81413
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図55平 安 時代 の土器91413
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図56平 安 時代 の土器1014
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図57平 安 時代 の土器1114
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図58墨 書土 器(1-6)・ 線 刻 土器(7・8)'ふv'ご 羽 ・(9・10)ら 鍛 品(11-14)・ 辮(15・16)・i1品(17-21)11-1φ171:2他1:4
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図59墨 書 土器 ・転 用硯 ・ふ いご羽 口 ・鉄 澤分布 図1:1000土 器18
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3小 結

A平 安時代遺構の年代

今 回の調査 で検 出され た遺構 には竪 穴住居趾 、掘立柱建物趾 、木棺墓 ・土拡墓が あるが、いずれ もその

土器組成 をみ る と、供 膳形態では黒色土・器が ほ とん どで、須恵器 は ご く少量 しかみ られない。灰粕 陶器は

椀 ・皿が少量含 まれ る。煮沸器 も土師器の甕が主体 で、他は少量 である。貯蔵 器は須 恵器大甕 である。 こ
く　 ユラ

のよ うな組成は前回の調査例 と等 しく、長野県史の見解 でい うIV・V期 にあた る。

土器の形態、調査手法 をよ りくわし くみれば、黒色土器杯 は内湾が強 く深 い ものでロクロない しヘ ラケ

ズ リされ るものが古 く、内湾が弱 く浅い もので糸切 り痕が残 るものが新 しい とすれば、SK49が 最 も古 く、

次 いでH19・20・21号 住居趾が古 く、次いでH16・17・13・27・28・29号 住居趾 であ り、H25号 住居趾 が

最 も新 らしい。 多量 に杯類が出土 したH22号 住居趾やH23号 住居趾 はH16号 住居趾 の例 とH25号 住居趾例

の両者 をもつ。

甕 は、丘陵端 に位置す るH30・31号 住居趾 例のみが、 口縁端が 内傾 し、器壁が うす い点で他 と異なるが

他は形態 ・調整 ともほぼ よ く似 ている。

灰粕 陶器はSK32出 土例 、H19号 住居趾 出土例 が黒笹90号 窯式期(東 濃光 ヶ丘1号 窯式期)に おか れ、

他 は折戸53臓 式期(東 濃大 原2号 窯式期)に おか れる。絶対年代 は、楢山奇・醸(19繭2)に 従 えば、光

ヶ丘1号 窯式が10世 紀 前半 、大原2号 窯式が10世 紀後半 となる。

以上の ことよ り今 回の調査地では、SK32・49の 墓が まずあ り、後 に住居区 として竪穴住居等が構築 さ

れ数軒ずつが数期 にわたって継続 していた もの と考 えられ る。

丘陵北端 のH30・31号 住居玩 につ いては黒色土器杯が小 片で比較す るこ とはむずか しいが、甕 が古 い黒

色土器に伴 う越後型に近い ことや 、須 恵器杯の存在 か ら10世 紀代で も古 い方 と考 えてい る。

注1笹 沢浩 「古代 の土器」『長野県史考古資料編全1巻4』1988

注2楢 崎彰一 ・斉藤孝正 『愛知県古窯跡群分布調査報告III』愛知県教育委員会1983

B石 組 み カマ ドにつ いて

今 回検 出した竪 穴住居趾の うち半数以上が石組みのカマ ドが残 ってお り、残 っていない もので もカマ ド

に使われた と思われ る石が住居趾 内か ら出土 してい るので、丘陵北端 のH30号 住居趾 をのぞ き石組みの カ

マ ドを有 していた もの と考 え られる。

カマ ドの構造は 、人頭 大の 自然石 を両壁ない し両壁 と奥壁に一列 に並 べ、中央 に支柱 をもつ ものである。

壁は石 のみで、裏込めの粘土等 は検出 していない。H13号 住居趾例では煙道 と考 えられ る施設 を向様 の石

でカマ ドか ら住居 外へ延長 させてい る。

カマ ドの位 置は住居 の角 よ りやや 中央寄 りで、方位 は一定 していない。

注意 され るのは、H17号 住居趾 に典型的 にみ られ るよ うに、 カマ ド廃棄 の際にカマ ド内もし くは焚 き口

周辺 まで破壊 した土器 を置 いているこ とだ。 これは土器 の量 こそ異なる ものの遺存 した カマ ドにはすべ て

認め られ る。 カマ ド廃棄時の祭祀 と考 えられ る。

なお、H22・23号 住居趾 は住居廃棄時に住居 の一辺に穴 を掘 り～杯類 を納め る祭祀 を行 ってい ると考 え

てい る。
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C遺 跡の性格

上野 丘陵の これ までに検 出された平安 時代 の遺構か ら、本遺跡は一般的な農村集落 と考 えている。住居

のあ り方 は1～ 数軒の竪 穴住居群が散在 し、数棟 の小型 の掘立柱建物が加 わっている。住居 の規模 は小 さ

く床面積 は10～15m・(6～9畳)が 普通 で、16号 住居趾(3.5畳)、30号 住居趾(5.2畳)な どの小型住居 もあ

る。22号 住居趾 はやや 大型で20m2(12.1畳)あ り、構 造 もやや 異なる。 また丸靹 も出土 してお り土 器の出

土量 も格段 に多い。特殊な性格 をもつ住居吐 であろうか 。

墨書土器はすべ て黒色土器や 土師器の杯 でほぼ住居趾1軒 に1個 の割合で出土 している。数 百点 を数 え

る杯 の中にあって今 回の10点 は少ない。

明 らかな転 用硯 はH26号 住居趾 出土の1点 で朱墨が残 る。ただ し他 の灰粕 陶器で も見込みが残 ってい る

もの6点 中5点 は磨痕が ある。注意が必要 だ。

ふいご羽 口 ・鉄津 の出土が集 中す ることか ら、集落内で特定の家が鍛冶 を行 っていたこ とがわか る。前

回の調査 で も群 中の特定 の2か 所の住居趾 に製鉄関係遺物が集中 した。

鉄 製利器の 出土は前回のH11号 住居趾 の鎌i:と今 回のH18号 住居趾 出土 の刀子様 刃器の2点 と少ない。鉄

器の所有が集落全戸にゆ きわたっていなか ったのか 、あるいは貴重品で大切に伝世 され たのか。砥石 が3

点 なの も少 ない感があ る。

表4平 安 時代 遺 構 出土 土器 一 覧 表(単 位:cm)

※ 黒 ・・黒色土器 土・・土師器 須:須 恵器 灰 ・・灰粕 陶器 糸切 りはすべてロクロ糸切 りである。

H13号 住 居≠止H14号 住 居≠止

器種器形図番号 口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備 考 器種器形図番号口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備 考

1 14.6 5.4 5.6 糸切 り痕残る 18 12.9 4.3 5.9 糸切 り痕残る

2 13.4 3.9 5.0 Il 黒 19 12.0 一 一 不 明

黒 3 12.3 4.4 5.4 11 完 形
色 杯

20 一 一 6.0 糸切 り痕残る

4 12.6 4.3 5.6 不 明 残70%

土

器
一 一 一 8.4 ヘラ ミガキ

内 外 面 と もに ミ
ガ キ 、黒 色

色 杯 一

5 一 由 6.5 ケズ リからミガキ 内 外 面 と もヘ ラミ ガ キ で ・黒 色
一 一 一 一 小型甕

土 6 13.8 4.8 4.4 糸切り痕残る 21 15.3 一 一 //

7 13.0 4.1 5.4 //

土
22 一 一 一 11

器 一 (15.4) 一 一 23 20.6 一 22.0 胴下半ヘラケズリ
一
皿 8 12.6 一 一

師
甕 24 23.0 一 一

圷 9 11.3 一 一 25 24.0 一 一

一

10 13.9 11.2 13.4 糸切 り痕残る
小型甕 外面煤
多量に付着

26 20.4 一 25.0

土 11 22.6 一 23.4 口縁端やや内傾
器

27 一 一 一 砲弾形底部

12 22.3 一 22.2 // 一 一 一 幽 口縁小片
師

13 24.9 一 24.5 灰 椀 一 一 一 一 口縁小片

器
甕
14 20.8 一 23.6 胴器壁厚い H15号 住居肚

15 24.1 一 25.8 器種器形図番号口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備 考

16 23.4 一 一

里
28 !6.6 5.5 6.4 糸切 り痕残る 油煤付着

'1、 、

須 17 一 一 一

色
29 13.1 3.5 5.6 11

灰 瓶 一 一 一 一 肩部片 杯 30 一 一 7.7 11 高台付
土

一 一 一 5.8 11 底部片

器 『 一 一 一 11 11
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一 一 一 一 糸切り痕残る 底部片 55 12.0 一
}

一 一 一 一 ケズ リ 11 56 12.8 一 一

黒
一 13.0 口縁小片

黒
57 一 一 6.0 ヘラケズ リ

色
土不

一 15.4 11 58 一 一 5.0 糸切 り痕残る

一 12.6 〃 59 一 一 5.6 //

土 一 12.4 11

色 圷
一 一 一 5.0 ヘ ラケズ リ 底部片'

器
一 13.0 一 一 11

土

一 一 一 6.0 11 11

,一 一 一 一 // 一 一 一 一 11 11

鉢 38 24.8 一 一 一 一 一 5.0 糸切 り痕残る

一 13.1 一 一 口縁小片
器

一 一 一 5.2 !/

圷
一 一 一 一 底部小片

皿
61 14.3 3.0 6.8 ロクロナデ 高台付

土
31 14.0 一 一 小型甕 62 13.8 2.9 6.6 11 黒色うすい

32 一 一 6.6 糸切り痕残る 〃 底部 60 一 一 5.6 ヘラケズ リ 小型甕

33 22.8 一 24.2 63 14.0 一 15.0 11

師
34 22.8 一 22.2 64 13.5 一 一 /1

甕
35 26.2 一 _昌

土
65 11.7 一 一 11

器
36 23.5 一 22.8 66 10.2 一 一 /1

37 23.0 一 一

師
67 22.9 29.7 24.0 胴下半ケズ リか らナデ 略完形

一 22.4 一 一 口縁片 68 21.8 29.4 24.2 50%復 元

H16号 住居祉
甕
69 24.4 28.0 24.8 70%復 元

器種器形図番号 口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備.考 70. 22.8 一 22.0 %周 復元

39 13.5 一 一
器

71 26.2 一 25.0 %周 復元

40 13.7 一 一 72 24.8 一 22.8 11

黒
41 一 一 5.6 ヘ ラケズ リ 73 26.6 一 一 11

色 42 一 一 5.4 糸切 り痕残る
須

74 } 一 一 内面ナデ 胴部片

圷 43 一 一 5.6 11 75 一 一 一 11 11

土 44 一 一 一 高台付 H18号 住居祉

器

一 一 一 一 糸切 り痕残る 底部片 器種器形図番号 口径 器高
底径
胴径 底部調整 ・他 備 考

一 一 一 一 ヘラケズ リ

黒 」不
76 13.0 4.2 5.0 糸切 り痕残る 略完形

一 一 一 一 11 77 一 一 5.8 ヘラケズ リ

45 21.5 一 一 口縁片 H19号 住居吐
土 甕

一 一 一 一 口縁小片 器種器形図番号口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備 考

椀 46 一 一 4.9 ロクロナデ 直接重ね焼き痕あり 78 15.3 5.4 6.6 糸切り痕残る 略完形 墨書あり

灰 瓶 47 一 一 9.3 〃 79 15.6 5.7 5.6 11 残75%

.J.
48 一 一 5.6 糸切 り痕残る 黒 80 13.6 4.3 5.8 糸切 り痕残る 残60%

H17号 住居吐 81 12.4 4.3 6.0 ロクロケズ リ 残60%

器種 器形図番号口径 器高
底径
胴径 底部調整・他 備 考 色 82 11.4 3.9 5.4 ヘ ラケズ リ

49 15.0 5.0 5.4 糸切 り痕残る 圷 83 11.4 一 一

黒 50 13.0 4.5 4.9 11 略完形 土 84 11.4 一 一 ヘ ラケズ リ

色 51 12.8 4.4 6.0 ヘラケズリ // 85 9.8 4.1 4.3 // 略完形

土
±不

52 11.6 4.3 5.0 11 墨書あり残70% 器 86 11.0 一 一 外面ミガキ

器 53 一 一 5.6 11 87 11.6 一 一

54 13.1 一 一 88 一 一 5.4
ヘ ラ ケ ズ リ

か らヘ ラ ミガ キ
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灰 瓶
105

106

12.2

一

一

14.8

一

一

頸 片

胴 片

黒

色

土

器

杯

皿

89

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

一

12.8

13.3

14.2

13.2

13.8

13.6

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

12.8

24.8

23.4

24.5

27.8

22.6

22.0

22.8

20.6

一

一

12.1

15.4

13.7

14.8

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

(11.0)

19.0

5.2

5.5

一

一

一

一

一

一

6.0

5.6

5.8

5.2

5.4

6.0

6.0

5.6

6.0

5.8

5.6

4.7

6.2

6.2

5.0

4.8

5.4

5.0

4.8

5.2

6.5

一

一

24.3

25.〇

一

一

一

一

一

6.4

5.8

12.4

-

7.2

ヘ ラケズ リ

ロクロケズリ

11

ヘ ラケズ リ

11

//

//

11

糸切 り痕残る

//

11

//

11

11

11

//

11

11

11

11

11

胴下半ヘラケズリ

底 糸切 り痕残 る

外面 ロクロケズ リ
底外面ロクロナデ

大型品

杯ないし皿の高台

高台付と推定

小型甕

11

//

外面ヘラケズリ

見込みに磨痕あり

H20号 住居吐

器種器形図番号口径 器高
底径
胴径 底部調整・他 備 考

黒

色

土

器

杯

107

109

110

111

108

112

113

114

14.0

13.0

12.2

-

13.7

23.0

21.6

14.5

5.5

4.0

3.8

-

4.7

一

一

一

6.0

5.6

5.4

5.4

6.1

26.0

一

一

ロクロケズ リ

ヘ ラケズ リ

糸切 り痕残 る

11

//

残65%

小 型甕

土

師

器
甕

H21号 住居吐

,器 種 器形図番号 口径 器高
底径
胴径 底部調整・他 備 考

黒

土

圷

甕

117

118

-

119

120

11.0

-

13.0

25.6

17.0

一

一

一

一

一

一

8.0

一

25.0

17.2

ヘラケズ リ

ロクロケズ リ

胴下半ヘラケズリ

//

大型品

須恵器模倣か

底部以外完形品

H22号 住 居‡止

器種器形図番号口径 器高 底径胴径 底部調整 ・他 備 考

黒

色

土

器

杯

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

14.6

13.4

13.0

12.8

12.7

15.9

15.8

15.2

13.7

14.7

13.7

13.2

13.0

12.3

12.0

13.3

12.6

13.0

12.9

11.8

15.8

15.7

5.0

4.6

4.2

4.0

5.3

6.6

一

一

一

4.6

4.6

4.0

3.9

3.8

-

4.0

3.9

4.0

3.7

3.8

一

一

6.0

6.2

5.8

4.2

4.8

5.8

一

一

一

5.2

4.6

5.2

5.0

5.1

-

5.7

5.2

6.0

6.4

4.〇

一

一

糸切 り痕残る

11

11

//

11

ロクロケズ リ

糸切 り痕残 る

//

//

//

11

マメツ著しく不明

糸切 り痕残 る

ヘ ラケズ リ

マメツ著 しい

11

略完形P1出 土

残90%〃

残85%〃

残80%一 〃

残45%〃

残40%

残60%

残25%

残75%

残70%

墨 書 あ り

残70%

■

鉢

土

師

器

甕

鉢

須 杯

灰 椀
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143

144

145

14.0

13.5

一

3.5

一

一

5.7

-

5.2

糸切 り痕残る

ヘラケズ リ
黒

一

一

一

一

一

一

一

一

一

5.3

5.2

5.2

糸切り痕残る

11

11

146 一 一 4.4 糸切 り痕残る 残70% 一 一 一 5.2 11

147 一 一 6.6 11 高台付
色

一 一 一 5.2 //

一 19.2 一 一 体部内湾95
杯

一 一 一 5.0 //

一 17.6 一 一 〃96 一 一 一 4.7 ll

一 17.3 一 一 〃81
土

一 一 一 6.0 ヘラケズ リ

里
一 16.0 一 一 〃78 一 一 一 7.2 高台付

Jll¥

一 16.0 一 一 〃97 器 一 一 { 一 〃137

一 16.0 一 一 〃99 萎 172 19.8
一 15.7 一 一 〃91 鉢 173 19.8

一 15.1 一 一 rr98 148 17.0 一 一

一 13.5 一 一 〃123 杯 149 13.4 一 一

一 12.5 一 一 〃104 150 13.0 一 一

一 13.2 一 一
体部直線的深い106 151 25.7 一 一 口縁端内傾

一 17.0 一 一 体部直線的浅い89 152 24.4 22.8 一

色 一 16.3 一 一 〃92 土 153 23.4 一 一

一 14.4 一 一 rr120 154 23.2 一 一

一 14.0 一 一 〃86 155 25.0 24.0 一 口縁端肥厚

一 13:0 一 一 〃87 156 22:4 一 一

杯 一 12.9 一 一 〃121 157 21.4 一 一

一 12.8 一 一 rr88 158 17.2 - 一 口縁端内傾

一 12.6 一 一 〃105 159 18.6 一 一

一 一 一 8.5 糸切 り痕残る 133 160 20.2 一 一

土
一 一 一 6.4 1/ 師 甕 161 19.6 一 一 口縁端内傾

一 一 一 6.4 11 162 16.6 一 一

一 一 一 6.2 11 やや突出136 163 20.8 一 『

一 一 一 6.0 // 164 一 一 8.6 底 部

一 一 一 6.0 Il 165 一 一 10.6 //

一 一 一 6.0 ii 167 9.8 9.4 10.4
小 型i甕P1出 土

残75%

一 一 一 5.8 11 168 11.4 一 12.2 〃 口縁%周

一 一 一 5.7 11 突 出 169 一 一 11.2 〃 残50%

一 一 一 5.6 11 170 13.4 一 一 11

器 一 一 一 5.5 11 器 187 一 一 一 胴外面タタキ 胴部片

一 一 一 5.5 11 188 一 一 一 // 11

一 一 一 5.5 11 壺 171 一 一 14.0 高台付

一 一 『 5.4 //

鍋
166 34.5 一 一 口縁端内傾

一 一 一 5.3 /1 174 一 一 一 把 手

一 一 一 5.3 Il 175 『 一 一 四耳壼頸

一 一 一 5.3 //

須
壺 176 一 一 23.0 四耳壺
恵

一 一 一 5.3 11

器
179 23.6 一 一 広口壺口縁

一 一 一 5.3 11 瓶 177 一 一 13.2 P1出 土 残80%
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瓶
178 一 一 7.5 一 12.2 一 }

180 一 一 13.0
圷

一 一 一 5.0 糸切 り痕残る

須 189 一 一 一 胴部片 208 21.4 一 一 P1出 土

甕 190 一 一 一 11 土 209 22.5 一 一

191 一 一 一 11 210 20.0 『 一

181 15.8 4.8 8.0
体 ・底 外 面
ロ ク ロ ケ ズ リ

P1出 土 直接重ね焼
き痕 見込みに磨痕 師 211 19.6 一 一

灰 182 14.4 4.4 6.2 体外面 ロクロケズリ
底外面 ロクロナデ

漬けがけ
見込みに磨 痕 甕 212 21.0 一 一

椀 183 16.7 一 一

器 213 19.5 一 一

粕
一 一 一 一 口縁片 214 21.9 一 一 口縁大 きく開 く

『 } 一 一
11 215 一 一 6.4 糸切 り痕残る 小型甕

一 一 一 8.4 220 _- 一 『 胴部片
陶
皿 一 14.6 一 一 口縁片

須亟
『 一 一 一

肩部片
『 一 一 一

11 甕 一 一 } 一 胴部片
器

瓶
185 13.1 一 一

灰 216 15.0 一 一

186 一 一 27.6 粕
杯
217 13.1 一 一

H23号 住居祉 陶五 218 一 一 6.6 体外 ロクロケズ リ
底外 ロクロナデ 見込みに磨痕

器種器形図番号口径 器高
底径
胴径 底部調整・係 備 考 器歴 219 4.6 一 一 小 壼

192 16.2 4.9 6.0 糸切 り痕残る 残40%P1出 土 H24号 住居吐

193 15.5 4.4 5.3 ii 残85%〃 器種器形図番号口径 器高
底径
胴径 底部調整 ・他 備 考

194 14.2 4.5 5.5 11 残75%〃 221 11.4 4.1 4.0 糸切 り痕残る

195 12.9 3.9 4.9 11 完形 〃
黒

222 11.4 一 一

黒
196 12.4 3.6 5.0 11 完形 〃 色

『 一 一 5.4 糸切 り痕残る

197 12.0 3.7 4.6 11 残65%〃 不
一 一 一 6.2 11

198 11.8 3.5 4.6 // 残60%〃 土 『 一 一 5.8 11

199 14.4 5.3 7.2 ロクロナデ 高台付完形〃
器

一 一 一 4.8 11

200 18.0 一 一 一 一 一 6.4 ロ ク ロ ケ ズ リ

色 201 13.7 4.0 5.8 糸切 り痕残る 土
一 『 一 一 中型 胴部片

202 13.6 4.0 5.0 11 師 甕 一 一 一 一
/!11

杯 203 一 一 4.6 11 器 一 『 一 一
小型 〃

204 一 一 8.6 ヘ ラケズ リ 須 壺 一 一 一 一 四耳壺

土
一 14.8 一 一 体部内湾 H25号 住居吐
一 14.0 一 一 11 器種器形図番号 口径 器高 底径胴径 底部調整 ・他 備 考
一 12.0 一 一

11 224 12.5 4.0 4.0 糸切 り痕残る P1出 土 墨書あり
一 12.8 一 一 一 体部直線的 黒

225 13.1 3.0 4.0

器

一 一 一 5.6 糸切 り痕残る 226 14.6 一 一

一 一 一 5.4 /1 色 227 一 一 8.8 糸切り痕残る 高台付
一 一 一 5.4 ii 一 13.2 一 一

一 一 一 5.4 11 土 圷 一 14.2 一 『

一 一 一 5.0 Il 『 15.8 一 一

一 一 一 4.8 11

器
一 一 一 5.6 ヘラケズ リ

土 205 13.0 3.9 5.0 11 器壁ご くうすい 一 一 一 5.0 糸切り痕残る

師 206 12.3 一 一 土
師

223 15.0 4.5 5.4 /1 P1出 土 完形

器 207 一 一 5.0 糸切 り痕残る 器 228 16.6 5.2 7.4 11
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229 14.5
醒
_ 一 H28号 住居祉

杯
一 一 一 5.5 糸切 り痕残る 器種器形図番号 口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備 考

土 231 25.1 一 25.6
黒

245 14.9 4.5 7.0 ヘ ラケズ リ

232 19.5 一 21.2 色 246 13.6 4.4 一

師 233 10.3 一 1'0.0 小型甕 土 杯 247 13.4 3.8 5.2 糸切 り痕残る

甕 234 13.3 一 15.0 11
器

248 12.9 一 一

器 235 13.9 一 16.2 // 土
一 一 一 5.0 ヘラケズ リ

一 一 一 一 平行タタキ 胴下半片 師 249 20.0 一 一

一 一 一 一 格子タタキ 11 器 甕 一 13.2 一 一 小 型

杯 230 13.4 3.3 5.2 糸切 り痕残る 残40% H29号 住居祉
須
壼 一 一 一 一 四耳壼 器種器形図番号口径 器高 底径胴径 底部調整 ・他 備 考

H26号 住居‡止 黒 圷 250 14.0 3.8 6.4 ヘ ラケズリ

器種器形図番号口径 器高
底径
胴径 底部調整i・他 備 考 土 甕 251 14.0 一 5.8 底糸切り痕残る

312 14.6 一 一 H30号 住居吐
黒

一 11.8 一 一 器種器形図番号口径 器高 底径胴径 底部調整 ・他 備 考

色
一 12.4 一 一

黒
255 15.2 一 一

一 12.2 一 一
圷
256 12.0 一 一

.rノ

土
圷

一 一 一 5.4 ヘラケズ リ 土 258 20.1 一 一 口縁端内傾

器

一 一 一 5.3 11 師 甕 259 19.5 一 19.4 口縁端内傾 ぎみ

一 一 一 5.5 糸切 り痕残る 器 260 21.8 一 21.6
三

一 一 一 6.8 11 須 杯 257 14.2 4.2 7.2 糸切 り痕残る 完 形
土
一

238 22.2 一 一 H31号 住 居‡止

飾 239 27.4 一 28.4 器種器形図番号 口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備 考

器
甕 一 一 一 一 平行タタキ 胴下半片 黒 圷 261 15.0 一 一

一 一 一 一 ヘラケズ リ //

土 甕
262 25.1 一 一 口縁端内傾

須 一 一 一 一 胴部片 263 22.7 一 一 口縁部長い

灰 椀 237 一 一 6.8 底外ロクロナデ 見込みに磨痕 SK32

H27号 住居祉 器種器形図番号口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備 考

器種器形図番号 口径 器高 底径胴径 底部調整・他 備 考 灰 椀 252 15.7 5.0 6.7 体外 ロクロケズリ底外 ロク ロナデ

ハ'ケ塗 り 完形

見込みに磨痕

黒
240 12.8 4.2 5.2 糸切り痕残る SK49

色
241 13.0 4.8 5.6 // 羅 器形図番号口径 器高 底径胴径 底部調整 ・他 備 考
杯
242 13.7 一3 .8 6.2 11

黒
253 14.3 4.9 6.0 ヘ ラケズ リ 完 形

土
一 10.8 一 一

圭不

254 14.0 5.1 6.2 11 残40%

器
鉢 243 19.6 8.6 8.4 ヘ ラケズ リ 片口鉢

土 甕 244 23.0 一 26.6
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第8章 ま と め

昭和63年 に始まった上野遺跡 の調査 は、今 回で4回 目となった。常盤平の東端 に近 い一一隅にひっそ りと

たたず んでいた上野 の林地 は、国道117号 線小沼 ・湯滝バ イパ スの開通 とともに大 き く変貌 した。____本の幹

線道路の通過 が、その地域 の景観 を大 きく変 え、豊かな 自然が瞬時 に して破壊 される典 型的な例 とい えよ

う。

今 回の調査 は、戸狩 工業団地造成のため の取付け道路造成 と、それ に伴 なう小 沼 ・湯滝バイパスの拡幅

工事 のため の調査で あった。上野遺跡は、上野丘陵 と称 され る丘陵全体 に及んでお り、面積 的には20万m2

を越 える当地方最大級の遺跡の一つであ る。時代的に も旧石器 時代 、縄文時代 、弥生時代、古墳時代 、平

安時代 と各時代 にわたる大複合遺跡であ る。

調査の結果 、各時代 の豊富 な遺構、遺物が私達 の前 に姿 を現わ した。以下、簡単 にそれ らについて触れ

てみよ う。

旧石器時代 関係 では、石器群5ヶ 所、礫群3ヶ 所が発見 された。調査 のたび ごとに地点 を異に して、 旧

石器 時代の痕 跡が発 見されてい る。 このこ とは、上野丘陵が、 旧石器時代 人にとっていか に魅力あ る場所

であったか とい う証左 といえ よう。千 曲川 を挾んでこの地帯の両岸 には、 日焼、屋株 、瀬付、太子 林、関

沢、千 苅等 旧石器時代 の遺 跡が濃密 に分布す る。千 曲川の果 した役割 が、いかに大 きか ったか を物語 って

いるといえそ うであ る。

旧石器 時代の調査のたび ご とに、飯 山地方 におけ る旧石器時代の問題 点が望 月に よって指摘されてきた。

今 回の調査 で も例外ではない。地点 を異に して 出土 した石器群 の石材組 成の相異 をどのよ うに把握すれば

よ いか とい う問題点が その一つであ る。この石材組成の相 異が果 して、時代 的相異に基づ くものなのか 、

はたまた石材加工の場所別に基づ くものなのか とい う点である。平成元年度調査の報告書 の中で、上野遺

跡 の代表的石器群 とした玉髄石 器群 を含め て、本遺跡における石器の石材組成 のあ り方が 、時代的相異に

基づ くものなのか石材加工の場所の相 異に基づ くものなのか を究明す ることが大 きな課題 となって いる と

いえよ っ。

少量ずつではあ るが 、縄文時代の土器片が各時期にわたって出土 してい る。現在 までの所 、明確 な縄文

時代 の住居趾や その他 の遺構が発見 されていないが、土器破 片が 出土 してい るということは、この地 に縄

文 時代 人が往来 した ことの証拠 であることはい うまで もない。 どうも今 まで調査 した地 点以外に縄文時代

の居住地が、存在 している といえそ うであ る。特 に縄文時代前期 につ いていえば、本遺跡 と指呼の間 に大

倉崎遺跡が あ り、前期 の土器破 片が 出土 しているこ とか らみて、その存在は充分考 えられるところである。

調査 区のほぼ北端部 において、弥生時代中期後半の栗林式土器 とその住居趾が一軒発見 され た。 出土 し

た栗林 式土器 は、良好 な資料 であ り、中期 後半 の姿相究明に大 きな役割 を果 すこ とであろ う。平成元年度

の調査 の折 に発見 された中期後半 の住居趾群 とは、距離的にやや離れ てい る。今 回発見 され た未調 査地域

に該期 の住居趾が埋 もれてい る可能性 は、 きわめて高 い。今 回発見 され た住居趾 を含めて、本遺跡 には数

ヶ所以上 にわたって中期 後半 の住居趾群が存在するこ とは、間違 いない。平成5年 度の調査 では、小泉遺

跡に続いて中期後半に所属す る木棺墓群が発見 されている。木棺墓群 と住居吐群の関係 も、今後究 明 して

いかねばな らない重要 な事柄 であ る。

平安 時代 につ いてみれば、住居趾19軒 、掘立柱建物趾 、土砿墓 、木棺墓が発見 された。 また、土師器、

灰粕 陶器、須 恵器 、ブイゴの羽 口等が発見 されている。住居趾 は、2～3軒 が一群 をな し、重複関係 は少

ない。 これ らの住居趾は 、出土土器 か ら10世 紀に造成 された もの と考 え られている。 そして、2～3軒 の
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住居趾群 を一単位 として・数期 に もわたって造成 された もの と推定 され る。住居趾 は、22号 を除けば、 い

たって小 型であ り2～3人 寝 るのが精一杯 とい う状態である。特 に10m・以下の ものが、3割 強 を占めてい

るこ とは注 目に値す る。支配階級に搾 取 されなが ら、貧 しさに耐 えつつ開拓に従事 した農民達 の生活 を如

実に物語 っている といってよいであ ろう。

地理 的環境 の項で触れて いるように、ブナ をは じめ として実に 多 くの樹種が 、上野の林地 に存在す る。

,低 地林 としては・樹種 の 多い珍 らしい例 だ といわれ ている。 また、ウ ド、ワラビ、キ ノコ、 タラの芽 等山

菜 も豊富 であ り・千曲川 を介 しての風景 も絶佳 である。 これ ら恵まれ た 自然環境 と、悠久 の昔か ら居 を営

んだ私達の祖先が残 して くれた幾 多の貴重 な文化財 とをどのよ うに連結 させ 、地域 の活性化 に役立て てい

くかが問われている といってよいであろう。ただ、いえ るこ とは、 これ以上 の 自然環境の破壊は さけ、残

された 自然 をいか に守 るか 、そ して文化財保護 とい う美名 のも とに果 しな く続 く発掘調査 。結局 は、発掘

調査は破壊 以外の何物 で もない。何故な らば万全 に準備 された学術調査 ではないのだか ら。このこ とだけ

は銘記 してお きたい。今 のままでは、上野 の素晴 らしい自然 も、地下 に埋 もれてい る貴重 な文化財 も心 の

通 わない 白いコンク リー トの壁におおいつ くされて しまうだろ う。便利 さ とい うこ とだけで 、心の豊か さ

の依 り処 である 自然 と貴重な文化財 を売 り渡 して よい ものだろ うか。悔い を千載 に残 さない ために も、今

こそ私達 は、開発 と人間生活の豊か さの調和 を大切 にすべ きであろうと思 う。事前に判明 してい る遺 跡の

調査 には、その地 の もっている 自然景観の素 晴 らしさを残す努 力 と、埋蔵文化財 との活用 を図れるゾー ン

の設定0更 には地城住民 の心 の依 り処 とな る憩の場 の設定等々考 えるべ き課題は多い。単 に道路が通 るか

ら調査 した。このよ うな素晴 らしい遺構 ・遺物が 出土 し、大 きな成果 を収めた とい う表面だけの調査に終

始 し・気がつ いた時 に失 なったものの大 きさに気付 くとい う愚か さを くり返 さないために も。 まだ まだ、

今 回の調査 を通 して考 えるべ き課題 は果 て しな く続 くような気がす る。調査 の一端 をになった一 人 として

責任 の重大 さを痛感 してい るこの ごろである。

末尾 なが ら調 査に ご協 力頂 いた地域の方々に衷心 よ り御礼 申上 げ、'ま とめ 〃の言葉 としたい。
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PLATE



PL1 上 野 遺 跡

遺 跡 遠 望1986(昭 和61)年 鷹 打山 より

117号 バイパ ス拡幅部 の調査 29(1) 24(II)区 南 か ら



PL2 上 野 遺 跡

口醗_脇 吋.'-、 い ㌻ ・'9q〆 鞭 ミー.ゼ 野v覧 べ'"㌔ ・'o<Y'<M4此R'6vO鳩 ・ 》㍗㍉ 弊"軌 脅^「Sｵ+滝xV甲

取 り付 け 道 路28(III)・29(IV)区 の 調 査 南 か ら

二.廠 やfド 曳'苓灘 聯 甚繭』■■■■圏

取 り付け道路18(V)区 の調査 南か ら



PL 3 上 野 遺 跡

取 り付け道路 8区(B地 点)の 調査 南から

遺 跡 見 学 会 高橋団長の説明



PL4 上 野 遺 跡

3号 礫群

南西から

4号 礫群

西か ら

5号礫群

北東か ら



PL5 上 野 遺 跡

旧石器第7地 点

南から

旧石器第9地 点

西から

旧石・器第9地 点 中央部

東か ら



PL6 上 野 遺 跡

SK25

南か ら

左 半割状態

右 完掘状態

SK33

北か ら

SK42

南か ら

SK46,47,48

南 か ら



PL7 上 野 遺 跡

Y9号 住居趾

遺物出土状態

西から

Y9号 住居趾

完掘状態

西から

SB10

東 か ら

柱穴内遺物出土状態

P4 P6



PL8 上 野 遺 跡

H13号 住居趾

南か ら

H13号 住居趾.

カマ ド焚 き口遺物 出土状態

南西か ら

同上 カマ ド

く 南か ら

南東から レ



PL9 上 野 遺 跡

H14号 住居趾

南か ら

H15号 住居趾

南か ら

同カマ ド 南か ら

H16号 住居趾

遺物出土状態

西か ら



PL10 上 野 遺 跡

H17号 住居趾

遺物出土状態

西か ら

同 カマ ド

遺物 出土状態1

西か ら

左下 同2西 か ら

右下 同完掘状態 南西から



PL11 上 野 遺 跡

H18号 住居:吐

東か ら

H19・20号 住居趾

東か ら

H19号 住居趾 カマ ド 西か ら

H21号 住居趾

北か ら

同 カマ ド 北か ら



PL12 上 野 遺 跡

H22号 住居趾

上面輪郭

東から

同 完掘状態

東か ら

同 ピッ ト1

遺物出土状態

北か ら



PL13 上 野 遺 跡

H23号 住居趾.

北か ら

同 ピッ ト1

遺物 出土状態

北か ら

H24号 住居趾

西か ら



PL14 上 野 遺 跡

H25号 住居趾

西か ら

同 ピッ ト1

杯2個 出土状態 北 か ら

H26号 住居趾

南西から

H27号 住居趾

北か ら



PL15 上 野 遺 跡

H28号 住居趾

西か ら

H29号 住居趾

西か ら

H30号 住居趾

上面輪郭

西から



PL16 上 野 遺 跡

H30号 住居趾

西か ら

同カマ ド 遺物出土状態 西から

SK32

南東か ら

SK49

北か ら



PL17 上 野 遺 跡

※遺物右下の番号は

挿図の番号と同じ

旧石 器

(第1・2地 点,

3～5号 礫 群)

旧石 器

(第6～8地 点)

旧石器

(第8地 点)



PL18 上 野 遺 跡

縄文時代早 ・前期の土器

縄文時代 前 ・中 ・後 ・晩期 の土器



PL19 上 野=遺 跡

Y9号 住居吐

出土土器



PL20 上 野 遺 跡

SBIO出 土土器

弥生時代の石器



PL21 上 野 遺 跡

H16号 住居趾:

出土土器

H13号 住居趾

出土土器

毛

H17号 住居趾出土土器



PL22

H18号 住居趾 出土土器 H20号 住居趾出土土器

上 野 遺 跡

Hl9号 住居趾出土土器
ρ

H21号 住居趾出土土器

H22号 住居趾出土土器
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H22号 住居趾出土土器

H23号 住居趾出土土器



PL24

口9只 具 仕 巨x+1レ 」中.++・ 嬰 H?7具 イ士 足 十1L耳4斗 ・.十.嬰

上 野 遺 跡

H30号 住居趾出土土器

SK49出 土土器

SK32出 土土器

線刻 ・墨書土器
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ふいご羽 口

鉄 津

鉄製品

石製品
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